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は じ め に
組織論の研究は従来,主 として組織 内部の仕組みや成員の行動分析を中心に
進められ てきた経緯があ った。 また環塊 との イソタフェイスを論ず る場合でも,
動態環境や静態環境に適合す る組織特性の分析が主たる関心事であった。
しか し,環 境を規定す る諸変数 の中で も革新的技術,と りわけ情報技術に着
目した場合,こ の情報技術を組織戦略の有力な ツール として活用す ることに よ
って,組 織 と組織 との間,す なわち組織間に諸種の社会的変化が現われ,従 来
の分析アブmチ では,こ れ らの現象変化を必ず しも十分に説明できな くな っ
て きてい るのである。 この ことは,わ れわれに,組 織内 とい うミクロレベルか
ら離れた,マ クロの視点か らの組織間分析を新 たに要請す るようになって きた
ことを表わ してい る。
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われ われ の最終 的 な関 心はi革 新 的情 報技 術 が組織 間 の相 互 依存 性 や相 互関
連性 に どの よ うな変化 を もた ら してい るか,ま たそ こに,ど の よ うな 変化 メカ
ニズ ムが作 用 してい るか を解 析す る ことに あ る
。 しか しそ のた めに は,ま ず,
組 織 間 分析 に必 要 な理 論的概 念 化 や モ デル化 を試 み てお く必要 があ る。
組織 間研 究 は,伝 統 的 に は2つ の源流 を もつ(Zeitz,1980)。1つ は社 会学 で
あ り他 の1つ は マネ ジ メン ト論 で あ る。 社 会学 の場合,諸 種 の機 関 の 間に どの
よ うな資 源配 分 をすれ ば全 体 と しての調 和 や調 整が とれ るかが 問題 に され ,ま
た マ ネジ メ ン ト論で は,マ ネ ジ メソ トとい う経 営主 体 が,よ り合 理 的 な意思 決
定 をす るた めに,ま た管 轄組 織 の よ り合 理 的 な行動 を確 保 す るため に,他 組織
を 含め た環境 の 操作 や制 御 が主 と して問 題 に され た。
しか し,単 な る資 源配 分論 や 管理 の 諸原 則 を採用 した と して も,組 織 同士 の
相互 依存 性 や影響 性 あ るい は複 雑性 な どを考 慮 した 行動 メ カニズ ムを解 明す る
のに不 十分で あ る ことは 明 らか で あ ろ う。 われ われ は ここに,組 織 間 ネ ッ トワ
ー ク理 論 の構 築 とそ の体 系化 が
,組 織 間研 究,そ れ も特に 情報 ネ ッ トワー クの
影 響 メ カニズ ムに視 点 を置 いた 組織 間研 究 に とって重 要で あ る ことを認識 した
次 第 であ る。 なぜ な らば,環 境 の不 確実 性 軽減,組 織 間の 良好 な コ ミュニ ケー
シ ョンs経 営 諸資 源 の共 有 ・共 用を 通 じた,よ り高 度 なパ フ ォー マ ンス追 求 や,
組織 の"処 理能 力"の 違 いか ら くる経 営 諸 資源 の偏 在 な ど は,等 し く"情 報"
の問題 であ り・情 報 の送 り手 と受け 手 との間 の"ネ ッ トワー ク"の 問題 だ と考
え られ るか らで あ る。
本稿 の課題 は,し たが って,組 織 間 ネ ッ トワー ク理 論 の構築 とそ の体系化 が,
組織 間の情 報 ネ ッ トワー クシス テムの メ カニズ ムを解 明す る説 明原 理 に な りう
るか ど うか を事 例 に よ りな が ら例 証す る ことに あ る。 この よ うな作 業 を とお し,
次 には"メ タ"の レベ ル,す なわ ち,形 而上学 的 な レベル での組織 間 ネ ッ トワ
ー ク理 論 の精 緻化 が 可能 に な る もの と思 われ る
。
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1.組i間 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の社 会 的要 請
(1.)環 境 の 分析基 準 と社会 システ ム
組織 に とっ て環 境 は,一 定 の パ フ ォー マ ソス遂 行上,促 進 要 因に もまた 阻害
要 因に もな り うる。 したが ってsた とえ同一 環境 の も とで もt組 織 パ フ ォー マ
ソ スに違 いが生 じて くる ことを考 え る と,環 境を主 体 的に 操作 し,よ り上 位 の
パ フ ォー マ ソスが 実現 で きるか ど うか は,ひ とえに組織 の側 の能 力い か んに か
か ってい る と言 え よ う。 組 織 の有 効性 は,資 源 を入 手 し自主 的 な交渉 力 を維 持
す るため の環 境 を 開発 で き るか ど うか に よって大 き く異 な っ て くる の で あ る
(Yuchtman&Seashore,1967)。 さ らに 言 えば,組 織 の環 境操 作能 力 は,環 境 に
対 し主体 的に働 きか け,複 数 の情報 収集 チ ャ ネルを とお して環 境情 報 を収集 し.
環 境 の不 確実性 や不 透 明性 を どれ だけ 削減 で き るか に依 存 し て い る の で あ る
('Tichy,1983)o
この よ うに組 織 と環 境 とは,本 来 密接 な 関係 に あ り,し か もその 関係 は,特
に不 確実 性 の高 い環 境下 にお い て組 織 の 計画性 を 損 な うよ うに作用 す るの で あ
る。 したが って組織 に と って,環 境 の不確 実性 が 高けれ ば高 いほ ど,情 報 の セ
ンサ能 力 を高 め環 境 を走 査す る ことが重要 とな る。
組織 との関 連で 環 境を 分析 す る場合,そ の分類 基 準 と してはs① 組 織 の外 側
に あ る構成 要 素 としての 環境,② 組織 や 集 団,個 人 間 の相互 作用 の集 合 として
の環 境,③ 社 会 シス テ ム と し て の環 境 の3つ が 考 え ら れ る 〔(Sanders,1972)S
(VanDeVan,eta1.,1980)〕o
第1の 「細織 の外側 に あ る構 成 要素 として の環境 」 は,ま ず 環 境特性 を分 析
し,次 に そ の環境 の組織 内部設 計 に及 ぼす 影響 を 分 析 し,さ らに組 織 の ドメイ
ン(d・main)の 範 囲 内で確 実性 や 合理 性 が実 現 で き るよ うな環 境操 作 の ため の
戦略 や戦 術 をた て る こ とが,主 た る特 徴 で あ る。 分 析的 であ って統合 的 でな い
ところに 限界が あ る。
第2の 「組 織 や集 団,個 人 間の相 互作 用 の集 合 としての環 境」 で は,組 織 目
標 実現 に 必要 な資 源を 組織 や 集 団や個 人が 独立 に調 達 で き るケー スは まれ で あ
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り,通 常,他 との関連 で 交換 関 係を確 立 す る必 要が あ る と主 張 す る。 この よ う
な組織 交 換か ら発 生 した 環境 分類 が 第2の 基 準 であ る。 環 境の 主 た る分析対 象
が"組 織 内環 境要 因"で あ るた め,組 織 の 外部環 境 分 析用 の基 準 として は不適
切で あ る。
第3の 「社 会 シ ス テム としての環 境」 とは,組 織 や 集 団,個 人K間"の 関係
分析 に比重 を置 くの では な く,む しろそ れ らを ひ とま とめ に した交 換 ネ ッ トワ
ー ク とし ての"包 括"関 係 分析 に比 重 を置 くことに よって導 出 され る環境 の こ
とで あ る。 これはParsons(1964)の 社 会 シス テ ム概 念 に主 として 依拠 してい る。
彼 に よれ ば社 会 シス テムは,相 互に 作用 しあ う複数 の参 加 者が 実践 す る相 互影
響 活 動 の ことで あ る。 時 間 の経 過 と ともに参 加 者 は特 定 の役割 を担 い,か つ規
範的 行動期 待 を相 互 に必 然 的に 開発 す る よ うにな る。社 会 シ ステ ムが 一定 期 間
安 定 的で あ るために は,参 加者 間 の職 務分 担 や職務 遂 行に関 して,何 らか の規
範 や 価値 を 共有す る ことが 必要 とな る。 この よ うな社会 シス テムの役 割構 造 は
集合 性(collectivity)と い う概 念 で説 明 され る(1)。
組 織 間集 合性(interorganizationalc・llectivity:IC)で は,少 な くと も2つ 以 上 の
組 織 が主 要 な参 加者 に な り,そ れぞ れ が一連 の 目標 指 向行動 を とる こ とに よっ
て,特 定 の 目的 を実 現す るため の行動 シス テ ム として集 合す るので あ る。 組 織
間 ネ ッ トワー クシ ステ ムを分 析対 象 とす る場合 の環 境 は,参 加者 相互 の 共通 規
範,共 通 目標,資 源 の共有 ・共用 な どの協 働 行動 に 着 目した,"社 会 シス テ ム"
と しての環 境 を想定 す る ことが最 も論 理 的で あ る。
② 動態環境下の組織行動
社会 システム下の組織 は,孤 立的に単独で生存す ることは許 されない。恒常
的に他か らの影響を受けかつ他へ影響 を及ぼすのであ る。 したがって,環 境の
変化 の方向性や規則性が不 明確であ るよ うな場合,組 織 はそれ らの予測不可能
な事態に対処するための弾力性 を体内に備 えていなければならないのである。
組織構造にはs一 般的に言えぽ,比 較的厳格な仕組みや規則,職 務分割な ど
が規定 されている硬 直的な組織構造 と,比 較的ゆ るやかな仕組みや規則,曖 昧
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な職 務分割 を もつ 弾力 的 な組織 構 造 とが あ る。Burns=Stalker(1961)は,前 者
を静 態環境 下 で有 効 な機 械的 シス テム,後 者 を動態 環境 下 で有 効 な有機 的 シス
テム と呼 ん でい る。
現在 の社 会 シス テ ムが 動態 環境 下 に あ る とすれ ば,組 織 構造 に 先験 的で 厳密
な枠組 み や仕 組み を もたせ る こ とは,弾 力的 な対 応 を放 棄す る ことを意 味 し,
成 長 の機会 は お ろか生 存 さえ危 うくな る。 動態 環 境下 の組織 で は,Kス ライ ド"
の よ うな ア ウ トプ ッ トとしての硬 直的 で 静止 画的 構造 物 や構築 物 では な く,む
しろ"映 画"や"ビ デ オ"の よ うな動 画 的"組 織 化"が 問題 に され るべ きで あ
ろ う。"組 織 化(・rganizing)"と して の組 織 では,Weick(1979)が 主 張す る よ う
に,「 一定 の条 件 の もとで関連 づけ られ た プ ロ セ ス に 相互 連結 行動(interl・cked
behavi。r)を 組み 込 む こ とに よって,主 体 的に 選択 した環 境 内の曖 昧 さを解 消す
るこ とが で き る」 ので あ る。
環 境 変化 の微 候 を セ ンサ に よって感 知 し,組 織 行動 を変 動に 合致 ない し先導
させ る こ とが組織 存 続 の 前提だ とす れ ば,厳 密 な組 織 構造 の フレー ム ワー クの
存在 はむ しろ 変化 対 応上 阻害 要 因 に さえ な る。 この点,弾 力的 な対 応能 力 を備
え た組織 は,環 境 か らの イソパ ク トを吸 収す る力 があ り,た と}一 時 的 に均 衡
状態 が破 壊 され て もs時 間の経 過 と共 に再 度 均衡 状態 を修 復す る ことが可能 な
ので あ る。"組 織化"指 向の組 織 は 有 機 的 シス テムの 特性 を備 え てい る と言 え
よ う。
しか し,こ の"組 織 化"指 向の組織 も,環 境 変化 を恒 常的 に 吸収 し続 け るの
で は な く,一 時期,安 定 状態 を維 持 しなけれ ぽf当 初 の 目的を 実現 す る ことは
困難 で あ る。 なぜ な らば,生 産活 動 に しろ販 売活 動 に しろ,所 定 の規 則 に基 づ
いた活 動 を持続 す る ことに よ って,一 定 水準 の組織 パ フ ォー マソ スがは じめ て
達成 され る ので あ る。
か くして,一 見 矛盾 す る"変 化 性"と"安 定性"と は,現 状 を打 破す るため
に"変 化 性 鯵 が,ま たあ る"変 化性"か ら次 の"変 化 性"に 転 移 す るまで の一
定時 期,経 営 の諸 ス ラ ッ クを 蓄積 す るた めに"安 定 性"が 要 求 され る ことに な
り,両 者 は レ シ プ ロ カル に現 われ る ことが望 まれ るので あ る。 この よ うな"変
6商 経 論 叢 第21巻 第3・4号 (171)
化性"と"安 定性"概 念 は,そ れ ぞれ 自己発 展系 の形態 形成(m。rph・genetic)プ
㍑セス な ら び に 自己維 持 系 の形 態状 態(m・rphostatic)プ にセ ス と呼 ぶ こ ともで
き る(Scott,1981)。
前者 の形 態形 成 プ ロセス は,組 織 の機 能 や構造 がそ の発 生 に伴 って 自己増 殖
的 に形 成 され て い くプ ロセスで あ る。 新 しい機会 を探 索 し,外 部 環境 との リン
ケー ジを創 出 し,組 織 の対 処能 力 を高 め る ことが 要求 され る。 …方,後 者 の形
態 状態 プRセ スは,環 境 に対 して閉鎖 的 であ り,現 状維 持 を サ イ ク リックに 展
開す る プロセ スで あ る。 変化 で は な く安 定 を好む 。 形 態形成 プ ロセ スに よって
成 長や 変異 の機 会 をつ かみ,形 態 状 態 プ ロセスに よって経営 資 源 ス ラ ッ ク蓄 積
の機会 をつ かむ ことが で き るので あ る。
社会 シ ス テムの中 で の組織 は,関 係 づけ られ た単 位 間で取 引に必 要な資 源 や
情 報 な どの相 互 交換 を 行な う。 も しそ の相 互交 換 が 一定 の 明示 的 な 規則 に基づ
い て行 なわ れ る よ うな場 合 に は形態 状 態 プ ロセ スが中 心 であ りs相 互交 換 の仕
組 み が 明示 的に 決め られ てお らず,む しろ偶 発的 ・創 発 的行 動 が 前提 とな って
い る よ うな場 合 に は形態 形成 プ ロセ スが 中心で あ る と言}よ う。 形 態状 態 プ ロ
セスで は組 織 間 が固定 的,規 則 的,合 理 的な結 合 関係 で連 携 され てお り,形 態
形成 プ ロセスで は組織 間が弾 力 的,任 意的,非 合理 的 な結 合関係 で連 携 され て
いる とみ なす ことがで き る。
この 両者 は,概 念 的 には両 極 に位 置 す るけれ ど も,実 際 の組織 行 動 の中 で は
表裏一 体 の関 係 で混 在 してい る。 しか もその混在 の仕 方 は,環 境 変化 との関 係
で微妙 に変化 す る。 す なわ ち,静 態 環 境下 で は形態 状 態 プ ロセ スが よ り強 く現
われ,動 態環 境 下 で は形態 形成 プ ロセ スが よ り強 く現 わ れ るので あ る。
われ わ れ は先 に環 境 を社会 シ ステ ム とし て とらえ,組 織 の 自主 性 と相 互 の依
存性 とが 共存す る"集 合性"概 念 で組 織 と組織 との 間 の関係 を理 解す る こ とに
した。 動態環 境 下 で の組 織 間 関係 は きわ め て不 安定 で流 動 的 で さえ あ る。 組織
の触手 は必要 に応 じて不特 定 多数 の相 手 組織 との接 触 を開 始す る。 同業 他 祉 の
交 流 は もちろ ん の こと,最 近 の業 種 業態 の枠 を超 え た異 業種 交流 や 異業 種 分野
へ の進 出に伴 う相 互影響 範 囲の不 規 則 な拡 大 は ま さに"形 態 形成 プ ロセ ス"あ
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るいは"組 織化"そ の ものの現象であるとさえ言え よ う。
ここにわれわれは,社 会シス テムの中での個別組織がそれぞれの 自主性 を維
持 しつつ もさらに上位 の 目標(そ れが規模の成長であれ,体 質の変化や変態であれ)
を実現す るために,複 数 の組織 との協調を基盤に した準 自主的な組織間の集合
性,す なわち組織間ネ ッ トワー ク形成の積極的意義を見いだすのであ る。
2.組 織 間 ネ ッ トワ ー ク シ ス テム の 概 念 化
(1)ネ ッ トワー ク組 織 の概 念
組 織 は1つ の社会 的存在 で あ り,複 数 の個 人 が参 加す る ことに よ って,所 定
の 目的指 向行 動 を実 践 して い る。 個 人 と個人 との間 で は,組 織 の全体 目標実 現
へ 向け ての 協働作 業 を営 む ため に,メ ヅセー ジを交 換す る必要 が あ り,こ の よ
うな職 務 遂 行を 介 した人 際結 合(interpers・nallinkages)が 組織 の基 本構 造 を形 成
してい る(Schwartz,Jacobs・n,1977)。 この よ うな,参 加 主体 が取 引の コア,す な
=わち,ク ラス タ(cluster)あ るい は リエ イ ゾソ(liais・n)と して機 能 し,サ ー ビ
スs情 報,影 響 力 な どの諸 資 源 の交 換を 通 じて結 合 してい るよ うな組 織 の こ と
を ネ ッ トワー ク型 組織 あ るい は ネ ッ トワー ク組織 とい う(Tichy,Fombrun,1979)。
ネ ッ トワー一ク型組織 は,組 織 内 の ネ ッ トワー ク化 と組 織 間 の ネ ッ トワー ク化
とい う2つ の異 な った 空間 で論 ず る ことが で きる。 本来,こ れ ら両 者 の間 に は,
組織 を"社 会的 ネ ッ トワー ク"と い う視 点か らみ る こ とに よって,共 通 の基 本
的 要 素が あ る と考 え られ る(`1`ichy,1983)。 しか し組織 問 ネ ッ トワー クの場 合,
リソケー ジの対 象が 広域 にわ た るため,組 織 内ネ ッ トワー クに比 べ て不確 定 要
素 の数が 多 くな り,そ れ だけ 合 理 的行 動を 困難 に してい る。 そ こで,こ こで は,
まず"ネ ッ トワー ク型組 織"に 共 通にみ られ るで あ ろ う因子 分析 を行 ない,そ
の結 果 を踏 まえた上 で 組織 間 ネ ッ トワー クに範 囲 を拡 大 し,そ の特質 を 明 らか
に してみ よ う。
ネ ッ トワー ク組織 は,構 成要 素 が部 分 的に 独立 し,か つ 同時 に部 分的 に依 存
してい る よ うな組 織 なの で,利 害 につ い ては部 分的 に コソ フ リク トが生 じ,か
つ 同時 に 部分的 に 協力関 係 が生 ず る。 した が っ てr共 通 に認 知 され てい る規 範
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の 中で の集 合的 意思 決定 や 集 合的 活動 が ネ ッ トワー ク組織 を維持 す る上 で の前
提 とな る(Gils,1984)。
ネ ッ トワー ク組 織 で は,公 式職 務構 造 のほ か に構成 メソバ ー間 の非 公 式 な接
触 や情 報交 換 コ ミュニ ケー シ ョン も包 含 され る。 ラ イン組 織 や機 能別 組織 な ど
にみ られ る伝 統 的組 織 に比べ てtネ ッ トワー ク組 織 は それ が公 式で あれ 非公 式
で あれ クラス タ問 を結合 す る主 要 変数 すべ てを分 析 の対 象 に した点 にs特 徴 が
あ る と思 われ る。
か くしてネ ッ トワー ク組織 に参 加す る クラス タに は,所 属 部署や職 務,作 業
集 団 な ど に 代 表 され る,予 め 定 め られ た計画 型(prescribed)の 属性 と,連 携
感 や連 帯意 識 の比較 的 強い 非公 式 的 で,し か も予め 定 め る ことので きない創 発
型(emergent)の 属性 とが併 存 してい る ことにな る(Tichy,1981)。 計 画型 ネ ッ ト
ワー ク組織 は,目 標 や 戦略 を優 先す る"仕 事的"結 合 が 中心 で あ るのに対 して,
創 発型 ネ ッ トワー ク組織 は,従 事す る メンパ の考 え方 や行 動様 式 な どを優 先す
る"人 的"結 合が 中 心 にな る。
② ネ ッ トワ ー ク組 織 の 基 本 構 造
ネ ッ トワー ク組 織 の 構 造 は,① ネ ッ トワー クの全 体 構 造,② ネ ッ トワー ク内
の ク ラス タ リソ グ,③ ネ ッ トワー ク内 の 個 人 とい う3つ の レベ ル で 分 析 で き る
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① ネ ッ トワー クの 全 体 構 造
























サ イズ:ネ ッ トワー クに参 加 す る人 の数
密度:ネ ッ トワー クに参 加す る組 織 メソバ の比 率
結合 度:ネ ッ トワー クメソバの 相互 に結 合 してい る程度
視 度:ネ ッ トワー ク メンパが相 互 に識別 で き る程 度
開 放度:ネ ッ トワー ク同士 の結 合度
安 定度:生 存 の可 能性 の期 間
集 中 度:影 響 力 の あ る クラス タの数
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② ネ ッ トワー ク内 の ク ラ ス タ リソ グ
ネ ッ トワー ク内 に は 特 定 の 個 人 関 係 や 結 び つ きが 他 の個 人 間 よ り も強 固 で あ
る こ とが よ く見 受 け られ る。 この よ うな 結 合 度 の強 い 個 人 間 の 関 係 を 特 に ク ラ
ス タ とい う。 この ク ラ ス タ の 考 え 方 は,結 合 度 の 強 い 組 織 間 関 係 に も援 用 で き
る。 計 画 型 ネ ヅ トワー クで は,職 務 遂 行 に 依 拠 した 公 式 な 作 業 集 団 や 部 門 が ク
ラス タ を 形 成 す る。 一 方y創 発 型 ネ ッ トワー クで は,連 帯(c・aliti・n)や 非 公 式
的 な ク リー ク,(clique)が ク ラス タを 形 成 す る(2)(Rogers,1983)。
ネ ッ トワー ク内 の リエ イ ゾ ソ と し て の ク ラ ス タに は,し た が っ て,計 画 型 と
創 発 型 とい う2つ の表 裏 一 体 の 性 格 が あ り,共 に,
1)あ る ク ラス タ か ら他 の ク ラ ス タへ の 連 結 の 程 度 を 示 す 開 放 度,
2)あ る ク ラ ス タ と他 の ク ラ ス タ と の 重 複 を 示 す 重 複 度,
3)あ る ク ラス タ と 他 の ク ラ ス タ との 結 合 の 程 度 を 示 す 結 合 度,
が 聞 題 に な る。
③ ネ ッ トワー ク内 の 個 人
ネ ッ トワー ク内 の 個 人 は,社 会 的,相 対 的 な 地 位 や 位 置 づ け の 違 い に よ って,
次 に 示 す よ うな5つ の タ イ プ が識 別 で き る。
1)ス ター(star)=特 定 の 個 人 が 他 の 数 多 くの参 加 者 と 関 連 性 を もつ 。
2)リ エ イ ゾソ(liais・n):特 定 の 個 人 が い か な る ク ラス タに も所 属 す る こ と
な く,複 数 の ク ラス タ と連 結 を 保 つ 。
3)ブ リ ッジ(bridge):特 定 の 個 人 が 複 数 の クラ ス タの メ ンパ と し て 機 能 す
る。 リソ キ ソ グ ピ ソ と もい う。
4)ゲ ー トキ ー パ(gatekeeper):特 定 の 個 人 が あ る ク ラス タか ら他 の ク ラス
タへ の 流 れ を コ ソ トロー ル す る。
5)孤 立:特 定 の 個 人 が 他 の メソ バ と接 触 を もた な い 状 態 。
以 上 の3つ の レ ベ ル は,ネ ッ トワー ク組 織 の 構 造 を,ネ ッ トワー ク全 体 の マ
ク ロ レ ベ ル か ら ネ ッ トワー ク内 の ミ ク ロの 個 人 レベ ル ま でみ た も の で あ る。 こ
こで ネ ッ トワー ク組 織 の 基 本 構 造 を 素 描 して お き た い。
ネ ッ トワー ク組 織 の基 本 構 成 は,ネ ッ トワー クの メ ン パ と そ の メ ソ バ を 結 ぶ
10商 経 論 叢 第21巻 第3・4号
図1ネ ッ トワークシステムの基本構造
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リン ケー一ジ,さ らにそれ らを 同一 の規範 で包 み 込む バ ウソ ダ リの3つ の基 本 要
素か らな る(図1参 照)。 まず 第1の メソ バ(member)は,ポ イン ト(P・int)あ る
いは ノー ド(nQde)と も呼ば れ てお り,さ らに ネ ッ トワー ク形成 者 とネ ッ トワー
ク参 加 者 とに 分かれ る。 フラ ンチ ャイズ シス テ ムに例 を と る と,フ ラソチ ャ イ
ザ が ネ ッ トワー ク形 成者 で あ り,フ ラソチ ャ イジが ネ ッ トワー ク参 加者 で あ る。
もっ とも この二 者 の識別 は,連 合組 合 や共 同組合 な どの"ゆ るやか な"ネ ッ ト
ワー クの場 合 には必 ず し も明確 で な く,メ ンパ は形成 者 で もあ り参 加者 で もあ
る(図1で は形成者 と参加者 とが明確に識別で きる構造を示 してある。両者の識別が 曖
昧であるようなネヅトワー クシステムについては,「3.組 織間ネ ットワ,.._.クシステムの
進化モデル と発展段階仮説」でふれ る)。
第2の リン ケー ジ(linkage)は ライソ(line)ま たは アー ク(arc)と もいわ れ,
もの,一 ・,r人,技 術,サ ー ビス,情 報 な どの経営 資 源 の うちの いずれ かfあ
るい は複数 を媒 介 として メンバ組織 間 を連 結す る。 リン ケー ジに は図1に 示 す
よ うに,強 結合 と弱 結 合 とが あ る。 結 合の 強弱 は,取 引や契 約 に基づ く資 源 交
換 を主体 とした 公式 結合 と,個 人 的 な信 頼関 係やつ なが りを主 体 と した非公 式
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結合 とい う2つ の面か らの考察が可能である。 まず公式結合の場合は,通 常の
取引関係に見 られ る結合で メソバの利害が一致 してい る間・意識的・合理的に
結ばれ る。取 引が継続 している問,メ ソバ問の結合度は強い。 しか し取引終了
後 メソノ澗 の結合は解消 され る・ したカ1って澗 間限定の結合関係にあると言
え る。通 常,資 源 配 分 の均 衡が くず れや す くs時 間 の長 短 があ るにせ よ,メ ソ
バ間 の"主 従 関係"が ネ ッ トワー ク内で形成 され る ことが よ くあ る。 大企 業 と
下 請企業 との関 係 は公 式 結合 の典 型 的な例 で あ る。 契 約持 続 中は"強"結 合 で
あ るが,し か しそれ は"も ろ さ"を 内包 した 強結 合で あ る と言え る。
一方,非 公 式結 合は,無 意識 的,非 計 画 的 な,し か も同一 規範 を基 盤 に した
信 頼 関係 に基 づい て形 成 され る結 合で,公 式 結合 の よ うな期 間限定 は ない。 利
害 を超 えた"メ タ"の レベ ルで結 合 してい るのでsそ こには 目に見 え ない強 固
な絆 が存在 す る。 先述 の ク リー クは この非公 式 結合 の典 型例 で あ る。 非公 式結
合 は,メ ンパ 間 の取 引が計 画 どお り遂 行 され てい る間 は,無 意 識圏 の 範疇 にあ
り,表 面化 す る ことは少 ない。 しか し,通 常 の処理 系 で は解決 で きな い よ うな,
あ るい は予 想 してい た範 囲 を超 え て しま うよ うな問題 が 発生 した時 に この非 公
式 結合 が きわ め て有 効 な役 割 を果 たす ので あ る。 た とえぽ,経 営 危機 に陥 った
時 に資金 支援 を して くれ る よ うな機 関が あ るか ど うか,自 組織 内で は収 集 しえ
ない よ うな情 報で しか も組 織 の 今後 の動 向を 大 ぎ く左 右す るよ うな情 報 を主 体
的 に 提供 して くれ る よ うな ク リー クが存 在 してい るか ど うかsな どは非 公 式結
合を 説 明す る場合 の好例 で あろ う。
非 公 式結合 は 期間 無限 定 を原 則 とす る。 しか し,メ ソバ間 の規範 共有 が 不可
能 に な った時 点 で,結 合 関係 は解 消す る。 そ の意味 で・ 不安 定 な基盤 の上 に立
ってい る とも言 え るので あ る。 非公 式 結合 は公 式結 合 の補 強をす る こと も,ま
た逆に 破壊 を 促進す る こともあ りうる。 両 者 は固定 的 な関 係 にあ るので はな くs
む しろ公 式結 合か ら非 公式 結合 へ の と り込み(あ るいは公式結合の非公式結合化),
非 公式 結 合の解 消 に よる公 式結 合 の縮 小化,な どの現 象に見 られ る よ うに相 互
影響 化 の もとで 行動 して い る と考 え られ る。
第3の パ ウン ダ リ(boundary)は,メ ソパ と リン ケー ジ とを包 み込 む境 界領 域
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の こ とで あ りiメ ソバ 間 に共有 で きる価値 観 や規範 の存 在す る こ とが バ ウソ ダ
リ形成 の 前提 とな る。 パ ウン ダ リに も リン ケー ジ と同様
,強 バ ウン ダ リと弱 バ
ウン ダ リとが あ る。 メγバ間 が 強結 合関 係 に あ る時 のパ ウソ ダ リは 強 バ ウソ ダ
リであ り,弱 結 合 関係 に あ る時 の パ ウン ダ リは弱 バ ウン ダ リで あ る
。 強 バ ウソ
ダ リに は,形 成 者が参 加 者 に対 して参 加 を強 要す る結 果 生 まれ て くる強 バ ウ
ソ
ダ リと・参 加 者 同士 の主体 的 ・自主 的意思 で 相 互の 存在 を認 め合 う結 果生 まれ
て くる強 バ ウン ダ リとが あ る・ 前者 は,軍 隊 や 刑務 所,あ るいは,就 業 規則 や
服 務 規程 の非 常 に厳 格 な企 業 な どにみ られ る。 この場 合,参 加 者s自 分の 意
思 とは関 係 な くm定 枠 内へ の没個 性 的参 加 を 強要 され る こ とに な るの で
,取 引
関係や 契 約関 係が 解 除 され た時 の パ ウン ダ リ崩壊 の速度 は早 い
.後 者 の強 パ ゥ
ソ ダ リは・ 専 門分 野や趣 味 な どの比 較的 私的 レベルで個 人 の能 力が 相 互 に認知
され 尊敬 され る よ うな場合 に生 まれ て くる。 当 初は 特定 の領 域 が リン ケ_ジ の
もと とな ってい て も・ やが て全 人 的な接 触 が バ ウン ダ リ維持 の 前提 とな る
。 ど
ち らか と言 うと・参 加 や 離脱 の容 易で ない ク ロー ズ ドシス テム的性 格 が強 い
。
一 方・ 弱 バ ウン ダ リは・ サ ロンや サー クル,会 合 な どにみ られ る,ネ ッ トワ
ー クへ の参 加や 離脱 が比 較 的 自由で あ る よ うな パ ウ
ソ ダ リの ことで あ る。 気 楽
に参 加で ぎる反 面,絆 は弱 い。 もっ と も弱 バ ウン ダ リへ の参 加 者の中 に は
s特
定 の参 加 者 との関 係 を次 第に 強結 合 関係 に し,や が て強 バ ウン ダ リを 形成 して
し ま うこ と もあ る。 む しろそ の よ うな"私 的"強 結 合 関係 の形成 を 期 待 し て弱
パ ウン ダ リに参 加 す る こと も動機 としては あ りうる
。
この よ うに パ ウン ダ リにつ い て もsリ ソ ケー ジ と同様 に,強 と弱 との関係 は
相 互可変 的で あ る ところに ネ ヅ トワー クシス テ ムの特徴 の1つ があ る と言え よ
う。
(3}組 織 間 ネ"Jト ワー ク システ ムの概 念 モ デル
ー 方・組 織 間 ネ ッ トワー クシス テムは,プ ロ トタ イブ としての ネ ッ トワ_ク
シス テ ムが社 会 シス テ ムの中で 外 延化 した もの で,組 織 が1つ の メンパ として
位置 づ け られ・ それ が 複数 の他 の独立 した組 織 メンバ と結 合 し,相 互影響 活 動
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や 相互依 存活 動 を営 む。 そ の概念 モデ ルは,お お よそ 図2の よ うに描 くこ とが
で き よ う。
組織 間 ネ ッ トワー クシ ステ ムは,情 報 以 外の経 営 資源 を主 軸 に した伝 統 的組
織 間 ネ ッ トワー クシス テ ム と情 報 を主た る リソ ケー ジの対 象に した近代 的組織
間 ネ ッ トワー クシス テム とに大 別で き る。
まず伝 統 的組織 間 ネ ッ トワー クシス テムはs資 本 系列や金 融 系列 な どの"お
金"あ るい は 原材 料,半 製品,製 品 な どの"も の"を 中心 に して 系列化 や 協業
化 が 進 め られ た。 そ こで は,情 報 は取 引に伴 う後 追い 的処 理 の手段 として流 れ
てい るに しか過 ぎなか った。 その構 造特 性 は,ど ち らか と言えば 縦 系列 の直 列
型 か あ るい はせ いぜ い傘 型で あ り,経 営 資源 の共有 ・共 用 とい うネ ッ トワー ク
型 組 織 の理 念か らみ れ ば,か な りの乖離 が あ った。
ところが近代 的 組織 間 ネ ッ トワー クで は,"技 術"や"情 報"の よ うな"も
の"や"お 金"で は ない経営 資源 が ネ ッ トワー クの リン ケー ジの対 象 とな って
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きた ので あ る。 まず ←技術"は ペ ソチ ャビジネ スや ハ ィテ クビジ ネスに代 表 さ
れ る よ うに"も の"や"お 金"な どの資 源 の保 有量 とは直 接 関係 な く,人 間 の
高度 な頭 脳 を ベー ス に生 み 出 され る資 源 で あ り,従 来 とか く見 られ がち で あ っ
た大 組織 と中小 組織 との 間の"直 列関 係"は,あ ま り重要 で は な くな って きた
。
また"情 報"は コン ピ ュー タに よる単 な る処 理技術 か ら大 き く飛躍 し,最 近 で
は通 信技 術,デ ー タベ ー ス技術,メ デ ィア技 術な どとの統 合化 が進 ん で きて お
り,そ の結果,他 の経営 資 源,特 に伝 統的 な経 営資 源 とは 異 な った大 きな変 革
を組織 間 ネ ッ トワー クの構造 に 及ぼ し始 め てい るので あ る。 そ の主 要 影響 要 素
は次 の4点 に集 約 され よ う。
① 時 空間 を 超 えた 広域情 報 ネ ッ トワ0ク の形成 ……伝 統 的組織 間 ネ ッ トワー
クで は郵 送 と電 話が 主 た る通信 手段 で あ った。 と ころが,最 近 の通信技 術 の
発 展 は,イ ンテ リジ ェン ト機 能 を備 えた 端 末機 を コ ソ ピ ゴ ータ本 体 と結 合す
る ことに よ って,コ ソ ピ ュー タ本 体 とは もち ろん の こと,端 末機 同士 も対 話
が 可能 にな った。 しか も通信 の 自由化 が この動 きの推 進 力に な った。 大企 業
VANは 当然 の こと として も,中 小企 業VANの 商業 化 に よってs従 来 コソ
ピ ュー タを設 置す る ことさえ非 現実 的 な課 題で あ った 中小 ・零 細 企業 に も通
信 の先 端が 行 き届 くよ うに な った ので あ る。
② 広 域 間の情 報収 集,情 報 交 換活 動… … ネ ッ トワー ク内 の各 ノー ドは 同一 ネ
ッ トワー ク内 の他 の ノー ドとは もち ろん の こと,他 ネ ッ トワー クの ノー ドと
の間 で もs情 報収 集 や情 報 交換 が 可能 に な った。 この よ うな革新 的情 報技 術
の進展 が,従 来 の硬 直的 ・伝 統 的組 織 間 ネ ッ トワー クの構 造変 革 を迫 ってい
る と考 え られ るの であ る。
③ 汎用 デー タベ ー スの活 用 ……特 定 の ネ ッ トワー クに参 加 した ノー ドは,自
組織 の情 報 を提 供 し,同 時 に ネ ッ トワー ク内他組 織 に 関す る情 報 の提供 を受
け る ことが で きる。 まさ し く情 報を べ._._.スに し た 資源 の 共 有 ・共 用化 で あ
る(3)。小 売 店に 例 を とる と,単 独で 営 業活 動 を営 んで い る場 合 に比べ てs同
業他社 あ るいは 市場全 体 に関す る情 報 の 入手 が容 易 にな る。 自組織 の立場 や
位 置 づけ を全 体 の 中で評 価 し,将 来 の マーチ ャン ダ イジソ グに備 え る こ とが
/162)
組織間 ネッ トワー ク理論序説15
可能 とな る。 売れ 筋s死 に 筋,利 益率,プ ロダ ク トミッ クス な どに 関す る情
報 の活用 は,確 実 に意 思決 定 水準 を 引 き上 げ てい るので あ る。
④ 情 報に よる ロジス テ ・ックス フ ローや マ ネー フ ローの コソ トロール ……伝
統 的組 織 間 ネ ッ トワー クシステ ムで は,物 流 や資 金 流が情 報 流 に優 先 した。
ところが,近 代 的組 織間 ネ ッ トワー クシス テムで は,ま ず 先に情 報 が存 在 し,
後 か ら物 や資金 が 追随 的 に流れ る現象 カミ見 られ る よ うに な った・ た とえば 中
小企 業VANで はi自 動発 注 システ ムを販 売管 理 シス テムに組 み込 む ことに
よって,適 正在 庫 を下 回 った商 品 につ い ては,VANの 形 成 者あ るい は管 理
者 を とお して情 報が集 約 され,自 動 的 に メー カに注 文 が 出され る。伝 統 的組
織 間 ネ ッ トワー クシステ ムにみ られ た・ 参 加者 側 の 自主 的 な判 断能 力は か な
り損 なわ れ て し ま うので あ る。 また 大阪 の フ ァル マの ワ ソ デ イ ペ イ メ ソ ト
(。n。daypaym・nt)の 鯉 み も,情 報 を コソ ト・一 ルし てい るVAN':_力 贋
金流 通の あ り方を 変革 した好 例で あ ろ う。
この よ うに,組 織 間 ネ ッ トワー クシ ステ ムの現代 的 特性 を 分析 ・評価 す る場
合,情 報 シス テ ムの果 た し てい る影響 の大 きさを看過 す るわ け にはい か ない の
で あ る。 不確 実性 環 境下 に おい て特 に そ うなので あ る。 以下で は この情報 シス
テ ム,と りわけ 情 報 ネ ッ トワー クの機 能 に注 目しな が ら・ さ らに繊 間 ネ ッ ト
ワー クシス テムの基 本 モ デル な らびに そ の進化 モ デルを検 討す る こ とにす る。
3.組 織 間 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 進 化 モ デ ル と 発 展 段 階 仮 説
(1)組 織 間 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の 進 化 モ デ ル
1)フ ェデ レ ー シ ョ ソ と し て の 組 織 間 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム
Provan(1983)は 組 織 を 「共 通 の 有 機 的 結 合 を 共 有 し,制 約 さ れ た 範 囲 を も
つ シ ス テ ム とし て 認 識 で き る 連 結 ネ ッ トワー ク(linkagenetw・rk)」 だ と規 定 す
る。 この よ うな 視 点 に 立 て ば,連 結 ネ ッ トワー クの 構 造 や 機 能 を 分 析 す る こ と
1,rよ り
,ノ ー ドの 行 動 特 性 を 明 らか に す る こ と が で き よ う。Provanは ネ ッ ト
ワー ク組 織 を 説 明 す る時 の キ ー 概 念 と し て フ ェ デ レー シ ョソ(federati・n)を 導
入 す る。 フ ェデ レ ー シ ョン を ネ ッ トワー ク組 織 が 保 有 し た 場 合,友 好 関 係 に あ
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る組織 同士は,ネ ッ トワー ク諸 活動 に対 す る コン トmル を 放棄 す る
。 そ の結
果,連 結 ネ ッ トワー クの複雑性 は最 小化 し,特 定組織 に とっての環 境 不確 実性
を軽減 す る ことがで き るの であ る。 この間 の メ カエズ ムをや や詳 し く解 析す る
とs次 の よ うであ る。
フ ェデ レー シ ョソは2つ 以 上 の組織 間 の相 互依 存活 動 を 調整 し
,管 理 し,コ
ン トmル す るた めの知 覚 ない しは感知 表 象 であ る
。知 覚 ニー ズは1つ には 自
主的 で任 意 の組織 相 互依 存 管理 に基 づ い て発生 しs1つ には 利害 者集 団 間の 契
約 的 ・法律 的 要求 や指 示 に基 づ い て発生す る。 われ われ が既 に 分 析 した非 公式
結合概 念 な らび に公 式結 合概 念 とに相 似 してい る。 いず れ に し て も
,フ ェデ レ
ー シ ョンは組 織 間 の相 互作用 を直接 的 な連結 で は な く間接 的 な連絡 を
とお して
実現 され るの で,フz.デ レー シ コンネ ッ トワー クに参 加 す る組織 は
,ネ ッ トワ
ー クとの整 合性 を保 ち なが ら リンケー ジそ の ものの絶 対 数を 大幅 に 削減 す る こ
とが で きるの であ る。 加え て,環 境 との 間で資 源 のや りと りを組織 が独 自に調
整 す る ことに よっ て,ネ ッ トワー ク外 部 の要 素 との 結合 数 を削減 す る こと もで
き るの で あ る。 か くして・組 織 同土が フ ェデ レー シ3ソ に よる好 意 的 な連 合 関
係 を保 つ こ とに よ って,外 部環 境 の不 確実 性 と複 雑性 を減 少 させ る ことが可 能
とな る。
Provanに よれ ば,フ ェデ レー シ ョソ タ イプの連 結 と非 フェデ レー シ ョン タ イ
ブの連 結 との 大 きな差 異 は・ コン トロー ルが主 要 な結 合 要素 に な
ってい るか ど
うか で あ る とい う・ フxデ レー シ ョンセこよって管理 され る組 織 は
,自 組 織 の諸
活 動 にか んす る意思 決定 を 自霊 的,主 体 的 に行 な うことが で き,ネ ッ トワ_ク
内 の他組 織 に よって コン トロール され る部 分 は縮小 化 され る。 経 済 同友会 や 経
済 団体 連 合会 な どの よ うな組織 では,ネ ッ トワー ク維持 のた めの 共通 の ゆ るや
か な規 約 があ り・ そ のゆ るや か な規約 を順守 す るた め の管理 組織 が ネ
ッ トワ_
ク内 に形 成 され てお り・ しか もゆ るや か な コソ トロール を ベー ス に してい るの
で,フ ェデ レー シ ョン タ イプの組 織 だ と 菖え よ う。 一 方,非 フェデ レー シ ョソ
タ イプの組織 は・ 連結 ネ ッ トワー ク内 のいず れ か に所 在 す る組織 に よ
って コソ
トmル あ るい は管 理 され るsジ ョイン トベ ンチ ャや 共 同仕 入機 構
,諸 種 の取
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表1連 結ネ ッ トワーク型組織の諸特性
連績ネットヲークタイプ 連合基盤 新規加入者 例 ネットワーク構造
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引契 約 に基 づい て存 在 す る組織 な どに 見 られ る。
連 結 ネ,yト ワー クの うち フ ェデ レー シ ョソタ イプは さ らに,表1に 示 す よ う
に 自主的 フxデ レー シ ョン と統 治型 フ ェデ レー シ ョソ とに 分け る こ とが で きる。
自主 的 フ ェデ レー シ ョンは社 会 的機 構 の中 で存 在価 値 が公 け に認 め られ てい るr
自治会 や 病院 の連 合 体,労 働 協 約 な どの フ ェデ レー シ ョソを指 しs統 治 型 フ ェ
デ レー シ ョンは,法 的に 規制 され ていた りあ るい は外 部か らの強 い圧 力 のかか
ってい る社 会 福祉 団体 や 政府 の 助成 に よる調査 機 関 な どの フェデ レー シ ョソの
こ とを指 す。
2)組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムの プ ロ トタイ プと進化 動態 モデル
PrOvanの 連結 ネ ッ トワー ク型組 織 で はr4つ の ネ ッ トワ・一ク構造 が 示 され
て い る。 これ を さ らに単 純化,抽 象化 してみ る と,一 般 に よ く知 られ てい るs
ス ター型 と リング型 の2つ に帰 着す る(図3参 照)。
図3ネ ッ トワー ク形 態の プ ロ トタ イプ
スター型 リン グ型
○/
ス ター型 ネ ッ トワー クの特 徴 は ネ ッ トワー ク内 に コア とな る よ うな メソバが
お り,他 の メ ンパ との コ ミュニケー シ ョソや ネ ッ トワー ク全 体 の管理,コ ソ ト
ロー ルを 行な う。 迅 速 な意 思決 定 や 行動 が期 待で き る。 しか し,一 般 メンパの
意 思決 定能 力 や問題 創造能 力が 開発 され に くく,単 に 命令 や指示 に従 うだ け の
消 極 的で 無気 力 な存 在に な って し ま う危 険 性が 潜 んで い る。VANに 代 表 され
る よ うな社 会 的規 模 での情 報 ネ ッ トワー クシス テ ムで は,通 信 シス テ ムや デー
タベー ス を管理 してい る クラス タに次 第 にパ ワーが集 中 し始 め,便 益 を 享受 し
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てい る各 ノー ドに位 置 し てい る メ
ソ バ組織 はs無 意 識 の うちに 強結
合 の リソ ケー ジの中 に巻 き込 まれ
て し ま う危 険性 が あ る。
____方,リ ソ グ型 ネ ッ トワー クの
特徴 は,メ ソバがそ れ ぞれ 平等,
対等 の 位置 に あ るた め,ス ター型
ネ ッ トワー クにみ られ る よ うな コ
ア メソバは存 在 し てい ない。 各 メ
ソバ の 自主性 が尊 重 され,民 主 的
な ネ ッ トワー クの運営 が 期待 で き
る。 しか し時 に この 自主性 は,メ
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ソバ単 位で の過 剰 な 自由裁 量性 を 生む 基 に な るた め,ネ ッ トワー ク全 体 の 目腰
設 定や 方 向づ け,戦 略決定 な どが 不 可能 に な る。 なぜ な らば,各 メソバに とっ
ては全 体 目標遂 行 よ りも個 別 目標遂 行 が優 先 し,こ の個別 目標 は全体 目標 と一
致 しない こ とが 往 々に し てあ るか らで あ る。
以 上 の よ うな考 察 か ら,純 粋 な リソ グ型 ネ ッ トワー クは 存在 が難 し く,実 際
には リソ グ型 ネ ッ トワー クの趣 旨を尊 重 した 図4の よ うな変 異 モデ ルに よって
説 明す るほ うが,よ り現実 妥当性 が生 じて くるで あ ろ う。
変 異 モデルで は,全 員参 加 の ネ ッ トワー クシス テ ムに代 わ って,理 事会 の よ
うな参 加 メソバの代 表 者 グル ー プが ネ ッ トワー ク全 体 の 方 向や運営 を左 右す る
重 要 な意思 決定 を 行な うので あ る。
以上で 概観 した プ ロ トタ イプ(pr・totype)と して の ス ター型 と リソ グ型 ネ ッ ト
ワー クはそれ ぞれ 固有 の特性 を備 えて お り,相 互 に相容 れ ない もの が存 在 し て
い る よ うに 見受け られ る。 静 態 的に 見た 場 合に は,確 か に独立 した存在 として
の位 置 づけ が正 し いで あ ろ う。 ところが動態 的 に ア プ ローチ してみ る と,ス タ
ー型 か ら リソ グ型,リ ソ グ型か らス ター型 へ の変 身が 見 られ,し か も同一 ス タ
ー 型,あ るい は 同一 リソ グ型 内部 で も時 間の経 過 とと もに徐 々に 部 分変 身す る
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とい う仮 説 説定 が可 能 であ る。 この よ うな変 身状 態 を進 化 動態 モデ ル と呼 び,
以 下 でそ の変 身 の メ カニズ ムを探 る こ とにす る。
① ス ター一 旨向型 ネ ッ トワー クシ ステ ム
i5s 組織間 ネッ トワー ク理論序説21
・ス テー ジ1
ス ター指 向型 ネ ッ トワー クは 図4に 示す よ うに,ま ず コア とな る特 定 の ネ ヅ
トワー ク形成 者 が複 数 の不特 定 集 団に メソパ として参 加す るこ とを 呼 びかけ る。
この段 階 で は未 加 入者 の数 も多い。 た とえば,フ ランチ ャイザが フラ ソチ ャ イ
ズシス テ ムへの 参 加を 独立 小売 店 に呼 びか けsフ ラソチ ャ ィジ として加 入 し て
もら う形 態 が これ に相 当す る。 各 メソ バの 自主性 は維 持 され て お りs独 立型 フ
ェデ レー シ ョソが 主体 で あ る。
。ステー ジ 皿
次に ネ ッ トワー クの 自己発 展 のた め に,さ らに 加 入者 の増 強 をは か る。 コア
メソバに とっ て も独立 メソ バに とって も,ネ ッ トワー クの規模 を拡 充す るこ と
に よって,共 に資 源 の共 用 を とお した シナ ジー の発生 が 期待で き るた め,他 ネ
ッ トワー クへ の参 加者や ネ ッ トワー クに参 加 してい ない個 別 の組織 主体 に対 し
て,経 営 活動 上,優 位 に立 つ こ とがで き る。共 同仕 入や 共 同販 売 活動 にみ られ
る伝 統 的組織 間 ネ ッ トワー・クシ ス テムで は,主 と し て"も の"や"サ ー ビス"
の共 有 ・共用 化 が 中心で あ った。 しか し近 代 的組織 間 ネ ッ トワー クで はsむ し
ろ共 有 ・共用 の対 象 は"情 報"に 変 わ りつつ あ る(3)。つ ま り,近 代 的組織 間 ネ
ッ トワー クに参 加す る ことに よって,意 思決 定主 体 として の組織 が 付 加価値 の
高 い情 報 を共 有 ・共用 す る こ とが で き,し た が って,伝 統 的組織 間 ネ ッ トワー
クで は期 待で きない よ うな 高い パ フ ォー マ ソスが実 現 され るので あ る。拡 張 独
立 型 フ ェデ レー シ ョソが この ス テー ジに属 す る。 特定 地域 内で 加 入者数 を増 強
す る こ とに成 功 した フラ ソチ ャ ィズ シス テムは この形 態 の例 であ る。
・ス テー ジ1猛
次に,特 定 環 境 内に 限定 され て いた ネ ッ トワー クの 先端 が さ らにそ の触手 の
先端 を先 に伸ば す。 そ の様 子 は幹 か ら枝 が 分か れ てい く状 態 に類 似 し てい る。
コァ メンバ に とって,コ ソ トロー一ル範 囲の 限界 を超 え て規 模 を拡 大 して い くた
めに 必要 な措 置で あ る。 幹 の ネ ッ トワー クと枝 の ネ ッ トワー クとを接 合 す る結
節 点 は,連 結 ピソ として機能 し てい る。
一 方,こ の ス テー ジの ネ ッ トワー クは,従 来 設定 した環境 パ ウン ダ リを拡 大
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した,他 環 境内 に あ る ネ ッ トワー クとの架橋 も行 動 の対 象 とな る。 つ ま り,ネ
ッ トワー ク同士 の統 合や リソ ク も行 動 の対 象 とな る ので あ る。VAN同 士 の リ
ン クは この ス テー ジの例 とな る。 この よ うな領 域拡 張(boundaryspanning)活 動
は,コ ア メンバ の清 報収 集,処 理能 力や政 治交 渉能 力のい か ん に よ って大 き く
左 右 され る(Linc・ln,1982)。 ネ ッ トワー ク構造 は,従 来 の ス ター型か ら細胞 分
裂 を起 こす と同時 に 外延 化 が は じまる。 一 種 の進 化 の兆 候で あ る。 また フ ェデ
レー シ ョン も独立 型 か ら繁殖 型 へ と変態 を とげ る。 特 定地 域 の枠 を 超 え,不 特
定 多数 地域 あ るい は全 国を対 象 に外 延 化 を図 る フラ ンチ ャ イズ シス テムは この
ス テー ジの 例で あ る。
・ス テー ジly
ステ ージ 皿を経 験す る頃か ら,ネ ッ トワー ク内で 共有 ・共用 され て きた資源
くこれをネットワー ク資源と呼ぼ う)は,情 報 資 源 を 中 心に して,ネ ッ トワー ク形
成 者 で あ る コア メンパに 集 中す る よ うに な る。 特 に デー タベー スの よ うな蓄 積
情 報 は一朝 一 夕に して構 築 す る ことが 困難 な ため,時 間 の経 過 と共 に 次第 に デ
ー タベ ース を管理 して い る ネ ッ トワー ク形成 者に 集 中 され る よ うにな る
。 各 ノ
ー ドメソバ の 自主性 s自 律性s自 己管理 能 力 は次 第 に減 少 し,計 画 力,判 断 力,
意思 決定 能 力 も劣化 す る。 コア メソバへ の依 存度 は 必然 的 に高 くな る。
双 方 向の情 報 ネ ッ トワー クチ ャネル を確立 した フラ ンチ ャ ィズ シス テムで は,
情 報 処理 や蓄 積,検 索 に関 す る高 い依 存 度が トリガ(trigger)に な っ て,そ の
影響 が もの やサ ー ビス,お 金 な ど他 の ネ ッ トワー ク資源 の取 引や流 通 に も及 ん
で きてい る。 つ ま り情報 以 外 の資 源 につ い て も取 引や流 通 の チ ャネルが 固定 化
し,硬 直化 し,ノ._�_ド メンバの コアに 対す る,依 存 度や 従属 度 は ネ ッ トワー ク
資源 全域 に 及び 始め てい る。 既 に述べ た,ネ ッ トワー ク形成 者 以外 の 仕 入先 と
の取 引 を禁 じ,仕 入原価 の高低 のいか んに 関係 な く特定 チ ャネル を介 した購 入
を ネ ッ トワー ク参 加者 に強 要 してい る フラ ンチ ャ イズ シス テ ムは この例 で あ る。
フラ ンチ ャ イズ シス テムが本 来 保有 してい た各 ノー ドの 自 主 性 が 次 第 に 失 わ
れ,隷 属が 目立 つ よ うに な る。 換 言す れ ば,各 ノー ドに固 有 の弱結 合 特性 が損
なわ れs次 第に 強結 合 の 中に包 含 され て し ま う危 険性 が 内包 され てい るので あ
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る④ 。ネ ッ トワー ク構造 は 太い つ るで ぶ ど うの 木 と結合 さ れ た 房(ク ラスタ)
の よ うな形 に な り,ま た ス テー ジNの よ うな場合 は特 に,メ イ ン クラス タに メ
ンパが 直接 結 合す る こ とが 困難 にな るた め,リ エ イ ゾン として のサ ブ クラス タ
が設 け られ る よ うに な る 〔(Jacobson,1951),(Schwartz,Jacobson,1977)〕 。 フ ェデ
レー シ ョソは統 治型 が主体 に なる。
以 上 の よ うに ス ター型 ネ ッ トワー クシス テ ムで は,独 立 型 フ ェデ レー シ ョソ
か ら繁殖 型 フェデ レ0シ ョソを経 て統 治 型 フ ェデ レー シ ョソへ の進化 を た どる
こ とが1つ の動態 モデ ル とし て素描 で きるので あ る。
ここで 付 記 し てお か なけ れば な らない こ とが2つ あ る。1つ は フ ェデ レー シ
ョンの進化 方 向は,必 ず し も1→ 皿→ 皿→ πで あ る必 要は な く,1→ 皿あ るい
はN→LN→ 皿とい うフ ィー ドバ ックや フ ィー ドフ ォワー ドがあ っ て も よい
とい うこ とで あ る。 ただ しそ の場 合,変 態 プ ロセ スに過 激 な変化 が伴 うた め,
か な りの振 幅 を覚悟 し ておか なけれ ば な らない。
も う1つ は,ス ター指 向型 ネ ッ トワー クシ ステ ムが,そ れ 自体 で 自己完 結 し
てい るわけ で は な く,リ ング型 ネ ッ トワー クと も連 結 してい る とい う点 で あ る。
後 に述 べ る よ うに,ス ター型 ネ ッ トワー ク進 化 の ス テー ジ1は リソ グ型 ネ ッ ト
ワー ク進 化 の ス テージNと 結 合す るこ とが可 能 で あ り,ま た ス ター型 ネ ッ トワ
ー クの最終 ス テー ジであ る クラス タ型 ネ ッ トワー クは ,つ る(vine)に よる強 い
統 合か ら逃 れ,同 一 水準 の他 の ノー ドと協調 しなが ら リソ グ型 として再 出 発す
る こ とも1つ の可能 性 として 大い に あ りうる こ とで あ る。
② リソ グ型 ネ ッ トワー クシス テム
・ステ ー ジ1
リソ グ型 ネ ッ トワー クシ ステ ムは図6に 示 す よ うに,同 一 水準 の 同一 ニー ズ
を もつ ネ ッ トワー ク形成 者が 複数 集 ま りネ ッ トワー クに参 加す る。 ス ター型 ネ
ッ トワー クシ ステ ム と異 な り,ネ ッ トワー ク形成 者 と参 加 者は 同一主 体 で あ る。
共 通 の利害 を共有 す る とい う意識 が ネ ッ トワー ク形成 の き っか け に な る。 しか
し各 ノー ドの 自主性 が維持 され てい る ことか らsノ ー ド同士 の結 合 は"ゆ るや
か な"結 合 を前提 に し てお り,結 合 強度 は 弱い。 商 店街 の定 例大 売 出しや共 通
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商 品券 の配布,信 用組 合 同士 の共 同預 貯金 制 度 な どは この ステ ージに 属す る。
・ステー ジ ∬
ネ ッ トワー クに参 加す る ことに よ って便 益 と安 定性 が享 受 で き るため,次 第
に参 加者数 が増 大す る。 共 同仕 入 や共 同宣伝 な どに よる"も の"や"お 金"中
心 の 経営 資 源 の節 約は リソ グ型 の伝 統 的組 織間 ネ ッ トワー クシス テ ムの 例で あ
り,オ ソ ラ インシス テ ムの共 同利用 に よる顧 客 管理 や顧 客へ の サ ー ビス提供 はf
"情 報"中 心 の付 加価 値 形成 を 意図 した リソ グ型 の近 代的組 織 間 ネ ッ トワー ク
シス テ ムの例で あ る。 このス テー ジで ネ ッ トワー クシナ ジが 次第に 形成 され て
い く。 しか し同時 に,ノ ー ド相 互を結 合 す る リソ グ数 が増 大 し,ス ムー ズな コ
ミュニケー シ ョソが次 第に 阻害 され る よ うに な る。 リソ グ型 ネ ッ トワー クとし
ての 閾値 がや が て許容 力 の限界 を 超 え る よ うに な る。 この 限界 を超 え る方法 に
は2つ あ る。1つ は この ス テー ジで細胞 分裂 を起 こす 方法 で あ り,他 の1つ は
ノー ドの 負荷 を軽 減す るため の措 置 を講 じ,ネ ッ トワー クの結 束 力 を強 化 す る
方 法 で あ る。 進化 の ス テー ジ として は,当 然後 者 の方法 が採 られ る。 この ステ
ー ジの ネ ッ トワー ク構造 や ネ ッ トワー ク特性 は ス テー ジ1の 延長 上に あ るので,
拡 張 リソ グ,拡 張 コア リシ ョソが主 体 とな る。
・ス テー ジ 皿
この ス テー ジで イニシエ ー タの存在 が 具体 化,表 面 化 す る。 もと もと リソ グ
型 ネ ッ トワー クで は すべ ての ノー ドが対 等 の立 場 に あ る とは 言 って も,実 際 に
は ノー ドの 中の 特定 の,あ るい は複 数 の ノー ドが リー ダ役 ない しは調 整役 を担
って きてい る(前 述図4を 参照)。 そ の よ うな メソバ間 の 自然 発生 的 な}暗 黙 の
認 知 が イ ニシエー タの存 在 を表面 化 させ るので あ る。 この よ うな イ ニシエー タ
は コアあ るい は フ ォー カル ユ ニ ッ ト(f・calunit)と して機 能 す る た め,リ ソ グ
型構造 は変 態す る(5)(Sc・tt,1979)。 また この段 階で ネ ッ トワー ク全 体 を コソ ト
ロー ルす るた めの知 覚 や感 知能 力 を備 えた フ ェデ レー シ ョソの萌芽 がみ られ る。
した が って フ ォー カル ユ ニ ッ トには,計 画能 力 や 意思決定 能 力が 要 求 され る。
伝 統 的組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムで は,部 分 的 に行 なわれ ていた共 同仕 入や
販 売 機構 が共 通 の運営 組織 を経 由 して一括 的 に行 なわれ る よ うに な る と,こ の
26商 経 論 叢 第21巻 第3・4号
(151}
ステ ー ジに進 む。 また近 代的 組織 間 ネ ッ トワー クシス テムで は
,ロ モ ソデ ー タ
ベ ー スの構 築 を特定 の メンパが 中心 に な
って企 画 し,部 分 的に テス トし,そ の
成果 を確 認 す る よ うな ケース は この ス テー ジに 属す る
。
・ステー ジN
フ ォー カル ユ ニ ッ トが ネ ッ トワー クの 中核に 位 置 し
,各 ノ._....ドは共 通 に そ の
フ ォー カルユ ニ ッ トか らサ ー ビスを受 け る ことが で きる
。 また ネ ッ トワー ク全
体 の管 理 もそ の フ ォー カル ユ ニ ッ トに よって遂 行 され るの で,各 ノー ドの意 思
決定 能 力や 行動能 力 は 向上 す る。 ネ ッ トワー ク構 造 は変態 リソ グを経 て ウ ィー
ル(wheel)型 へ と変 身す る。 しか し この ス テー ジで は
,フ ォー カル ユ ニ ッ トと
各 ノー ドとの結 合 は それ ほ ど強 固で は ない。 フ ェデ レー シ ョンは まだ 揺藍 期 に
あ る。伝 統 的組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムの場合 ,ス テー ジ 皿の延 長線 上 にあ
り,ス テー ジNと の識 別 は必 ず し も明確 で は ない。 しか し,ネ ッ トワー ク メソ
バに対 して中 央本部 機 構 な どの管 理機 構 が確立 し
,諸 々の手続 規程 が作 られ る
よ うに な る と,ス テー ジ 皿とは別 の ス テー ジに入 った とみ なす こ とがで き る
。
近代 的組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムで はf共 同利 用 の コソ ピ ュー タセ ソ タを 置
き・ 個 別 メ ンパ の取 引を 中心 に デー タ処理 をす る よ うなTSSに この ス テ0ジ
の例 が み られ る。"情 報"資 源 そ の もの の加工 処 理結 果 を共 有 ・共 用 す る とい
うよ うなレ ベルで は ない。 したが って この ス テー ジで は,フ ォー カル ユ ニ ッ ト
と メンバ間 の結 合度 はそ れ ほ ど強 固で は ない。
・ス テー ジV
コア として の フ ォー カル ユ ニ ッ トの形成
,確 立 に伴 いsネ ッ トワ......ク資 源 の
共 同・ 統一 的 管理 が 可能 とな る。 か くして各 ノー ドとフ ォー カル ユ ニ ッ トとの
結合 関係 は強 化 され,反 対 に ノー ド間 の連 結 は,次 第に 希薄 に な る。 ウ ィール
型 の変 形が ここに 誕生 す る。 また ノー ドに おけ るネ ッ トワー ク全体 調 整 のた め
のエ ネル ギー消 費 は軽減 され るので,自 主 的判 断や 処理 能 力醸成 のた め の素地
が形成 され る。参 画 型 フ ェデ レー シ3ソ の 生成 が 期待 で き る。 フ ォー カル ユ ニ
ッ トが,リ ン グの1メ ソバの 中か ら選 ばれ る伝統 的組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ
ムの場 合に は・ お そ らく_._..定の 期間経 過後 ,コ ア メンバの交 替が 選 挙 な どの昆
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主 的 方法 に よって行 なわ れ るので,こ の ス テー ジに止 まる こ とに な るで あろ う。
しか し,近 代 的組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムの場 合,情 報処 理や デ ー タ保 管 を
管 理 す るネ ッ トワー ク形成 都,ネ ッ トワー ク参加 者 と上ヒ較 的 ダ イレ ク トに結
合 す る よ うに な る.ネ ッ トワー ク繊 者 が ネ ッ トワー ク参 加 者か らの委託 綬
け て情 報処 理 や デー タ贈 サ ー ビス を行 な うだけ で あれ ば・ 両 都 弱結 合 齢
にあ る と識 よ う.し か し請 報 ネ ッ トワー クが 物流 や 金融 の流れ を 楯 財
る よ うに な る とsそ れ は"戦 る'情 幸艮ネ ッ トワー クで は な く・ 伝統 的騰 間
ネ ッ トワー クの主 要経 営 資源 を も巻 き込 んだ 総合 的 ・統 合 的組 織間 ネ ッ トワー
クの管 理 を意 味す る よ うに な る。 つ ま り,VANや デ ー タベ ー ス管理 にみ られ
る情 報先導 型 の ス ター ネ ヅ トワー クシス テ ムの萌芽 が 見 られ るので あ る。
・ス テヘ ジY1
ネ ッ トワー ク資源 の管 理 は,ネ ッ トワー ク全 体 の有 効性 を考 慮に 入 れて,フ
ォー カル ユ ニ ッ トに よって行 な われ る。 か くして変態 ウ ィール構 造 は次 第 にス
ター構造 へ と進 化 して くる。 ノー ド間 の連結 線 は 切 り離 され るので,フ ォー カ
ル ユ ニ ッ トに よ るネ ッ トワー ク資源 占有 意欲 の増 大 に伴 い,各 ノー ドが 従属 化
され て くる危険性 が 潜 んで い る。 原則 として独 立 型 フ ェデ レー シ ョソが形成 さ
れ て くる。
6つ のス テー ジで 説 明で きる リソグ型 ネ ヅ トワー クシス テ ムは・ ス ター 型 ネ
ッ トワー クシス テ ム とレ シプ ロカルに接 合 してい る。 まず 入 口のス テー ジ1は
ス ター型 ネ ッ トワー クの 出 口で あ るス テー ジNと,次 に 出 口の ス テー ジ 、1ぱス
ター 型 ネ ッ トワー クの 入 口で あ るス テー ジ1と それ ぞ れ接 合す る。 以 上 の よ う
なモ デル変 異で,ネ ッ トワー クシス テ ムを 動態 的,進 化 論 的 に把握 す る ことが
可能 とな る。
ネ ッ トワー クシス テ ムの進 化 は 単な る規模 の拡 大 とは異 な る。 規 模の 拡大 は
物 理 的 な規模 の成 長 を意味 す るので,そ の拡大 プ ロセ スには お のず か ら限界 が
あ る。 なぜ な らば 法律 に よる規 制,コ ミュニ ケー シ ョソの複雑 性,硬 直的 な官
僚 制 の芽 生 え,固 定 費 の増 大 な ど,成 長 を 妨げ る諸 種 の要 因が 登場 して くるか
らで あ る。 そ の点,質 的 変異 を伴 う進 化 には量 的 拡大 にみ られ る よ うな制 約 は
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現 わ れ て こない。
進 化に は無 意識 的 に起 こる変 異 と,意 識 的,主 体 的,意 図的 に創造 す る変 異
の2つ の 形態 が考 え られ る(野 中,1983)。 この2つ の 変異 とス ター型,リ ソグ
型 とい う2つ の ネ ッ トワー クタ イプ とを対比 させ てみ る と,ま ず 意識 的 な変 異.
は偶 然に 発生 す る もので あ るか ら,あ らか じめ 計画 をた ててお くことはで ぎな
い。 した が って 自然 発生 的 な,あ る意 味で は非 公 式的 な,ク リー ク(clique)的
な合 意形 成 を 前提 に した結 合 か ら期待 で き る変 異で あ る とい え よ う
。 この よ う
な無 意 識的 変 異形 成はs成 員 の 自主 的集合 や 結合,主 体 的 運営 を 前提 と して作
られ る リン グ型 ネ ッ トワー クと適 合性 を もつ。
一 方 ,意 識 的 な変 異は,意 図 的 ・計 画的 ・公 式 的 ・コア リシ ョソ的結 合か ら
期待 で きる変異 で あ る と言 え よ う。 この よ うな意識 的変 異形 成 は,ネ ッ トワー
ク形成 者 と参 加 君 とが共 通 の 目的実 現 に 向け て意 図的 に 結 合す るス ター型 ネ
ッ
トワー クと適 合性 を もつ。Weick(1979)は この よ うな意 図 的 に変 異(variation)
を創 造 す る よ うな行 動の こ と を イナ ク トメン ト(enactment)と 呼 んで い る
。 ス
ター型 ネ ッ トワー クで は,コ アユ ニ ッ トまたは フ ォー カル ユ ニ ッ トが この イナ
ク トメソ ト発生 の責 任 を 負 うこ とに な る。
しか し・ この よ うな2つ の概 念 のパ ター ン化,固 定 化 は,そ れ 自体iあ る状
態 を前 提 と した時 の・ 部 分的 な普遍性 追 求 行動 で あ り,異 な った 状態 を 設定 し
た時 ・ あ るい は異 な った 状態 に遭 遇 した時 には ,固 定 的 な パ ター ンでは説 明で
きない ことが 多 いの で あ る。 た とえぽ,リ ン グ型 ネ ッ トワー クの場合 ,情 報 技
術 の進 歩 ・発展 に よ って,参 加者 の 精 神や理 念 とし ては リン グネ ッ トワー クで
あ って も,実 際 の物理 的 構造 は,図4で 示 した"変 異 型"リ ソ グネ ッ トワー ク
であ った り,あ るいは また図6の ス テー ジVで 示 した"変 態 ウ ィーヲレ"で あ
っ
た りしてい るの で あ る。
古い 普遍性 が 新 しい普遍 性 に とっ て代 わ られ た り,狭 い普 遍性 が 広い 普遍 性
に包 含 され た りす る よ うな現 象が,特 殊 な主題 を超 越 した ,よ り大 きな基 本 的
普 遍性 の 追求 を必 要 と してい る とす れば,そ れ は ま さ し く形 而 上学 的問 題 追 求
の方 法で あ る と言 え よ う阪Wぬ{tehead,1978)。 今や われ われ は
,物 流 を主 体 と し
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た組織 間 ネ ッ トワー クを 超越 し,情 報流 を加 え た新 しい組 織間 ネ ッ トワー クを,
よ り大 きな普遍性追求の対象 と考えるのが妥 当だ と思 う。
② ネ ッ トワー クシ ステ ムの 発展段 階 仮説
これ までは ネ ッ トワー クシステ ムの構造 が時 間 の経 過 に伴 って変化 す る こと
を 進化 動態 モ デルに よって説 明 して きた 。 しか し進化 の内 容そ の ものに つい て
は,必 ず し も明示 的に 採 りあげ られ て きてい なか った 。 こ こでは そ の進 化 の 内
容 その ものを 分析 の対 象 としてみ たい。
ネ ッ トワー クの基 本的 な進 化 の 方向 は,図7に 示 す よ うな3次 元 の立体 モデ
ル で説 明 で きる。最 初 の軸 は時 間,2つ 目の軸 は ネ ッ トワー クに と り込む資 源
の種類,3つ 目の軸 は ネ ッ トワー クの外枠 の範 囲 を示 す 空 間軸 で あ る。 ネ ッ ト
ワー ク資源 につ い ては,も の,サ ー ビス,お 金,文 化,風 土,人,情 報を主 な
資 源 とみ なす ことが で きる(6)。
これ ら諸種 の ネ ッ トワー ク資 源 の 中 で最 も注 目しなけ れ ば な らない のは,本
稿 で繰返 し論 じて きた情 報 で あ る。 伝 統的 な ネ ッ トワー ク資 源 に代 わ って,近
代 的 ネ ッ トワー ク資 源 と し て の情 報 は,通 信 技 術や 情 報処 理技 術 の革新 的進
歩 ・発展 の支援 を受けsイ ソ フ ラス トラ クチ ャ化 の観 さえ あ る他 の ネ ッ トワー
ク資 源 の流 れ や所 在,生 産方 式,管 理 方式 な どを大 き く変質 させ よ うとし てい
る か らで あ る。 た とえば,あ る アパ レルSANの 場 合,全 国 ネ ッ トワー クの規
模 を もつVAN業 者 を媒 介 とし,自 社網 はすべ て特 定 回線 を使 用 してい る。 ア
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バ レル業 界2 .2%の マ イナス成 長 下 に おい て 「ロスの減 少」 が 最大 重 点課 題 に
な っ てい るた め,カ タ 胃グに よ る個 別注 文 を中 心 に して販売 店a支 店 ,本 社,
物 流 セ ン タ・ 工 場(協 力工場を含む)を オ ソラ イン で結 合 した。 見込 み に よる生
産 では な く受注 に よる生 産 に重 点 を置 い てい るため,在 庫費 用 の発 生 はか な り
削減 され,し か も注 文 の品 が生 産工 程 の どの段 階 に あ る半 加工製 品 で あ るか,
完 成品 に な るま でに どの程 度 の 日数 を要 す るか,な どに 関す る情 報 提供 もで ぎ
る よ うに な った ので あ る(7)。今 後は,ネ ッ トワー クシス テ ムに と り込 ん で くる
資源 ミックス の 中で,情 報資 源 を ど う位 置づけ るかが 最 大 の課題 の1つ に な っ
て くる と思わ れ る。
この情 報資 源 の問題 は3つ 目の軸 であ る ネ ッ トワー ク空 間 と も密 接 に関 係 し
て くる。 ネ ッ トワー ク空 間 と しては,最 小 の個 人間 ネ ッ トワー クか ら社 会 レペ
ル・ 国家 レベ ル・ 国際 レベル とい うよ うに 最 大広 義 の ネ ッ トワー クにい た る ま
で さまざ まな レベ ルが あ る。 い ずれ に して も,ネ ッ トワー ク空 間が 拡大 して く
るに つれ,ノ ー ド間 を結 合 す るた め の情 報が 必要 に な るので あ る。
情 報に は,取 引に 伴 って発生 す る付随 情報 で あ るか ど うか,蓄 積 の 必要 性 の
あ るス トック情 報 であ るか ど うか,要 求 が確 定化 で きない ア ドホ ック(adhoc)
情 報 であ るか ど うか な ど,さ ま ざまな 分類 が 可能 で あ る。 これ らの タ クソ ノ ミ
図8ネ ッ トワークシステム発展段階仮説(taxonomy)の うちのい ずれ の 組合









ックス な らびに ネ ッ トワー ク空 間
との 関係 で決 め なけれ ば な らないo
きわ め て総 括 的 な分類 で あ るが,
自己維 持 系の 形態 プ ロセス 中心 の
ネ ッ トワー クの場 合,安 定 指 向が
強 いの で付 随情 報,フ ロー情 報,
ル ーチ ン情 報,公 式情 報が 適合 す
る。一 方,自 己発展 系 の形態 形成
プ ロセ ス中心 の ネ ッ トワー クの場
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合,変 化 性 指 向が 強い の で,先 導情 報fス トッ婿 報 ・ ノソルー チ 精 報 ・3卜
公式 情 報が 適合 す る。
組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムは,時 間 の経 過 に 伴い,資 源 ミックス を多 重化
し,対 象 空間 を深化 させつ つ,進 化 してし・くと教 られ る・ この進化 プ 碗 ス
を情 報 を 中心に した1つ の 発展段 階 として とらえ る と,図8に 示 す よ うな仮 説
を設定 す る こ とが可能 であ ろ う。
ネ ッ トワー クシス テ ム発 展 段階 の 前史 として,疑 似段 階が あ る。 この段 階 で
の情 報 シス テ ムは,ロ ジス テTッ クシ ステ ムを支 え る役割 を果 た してい るに も
かか わ らず,パ ッチ 処理 や イソ ラ イソ処理,デ ィレイ ドタ イム処理 な どが 主流
で あ るためiロ ジス テ ィ ックスに対 して,追 随 的,受 身的 な存 在 に しか過 ぎな
い0
初 期段 階 の ネ ッ トワー クシス テ ムは,本 支 店 間,支 店倉庫 間,特 定部 門間 な
どの よ うに,組 織 内 で部 分的 に情 報 の オ ソラ イソ ネ ッ トワー ク化 が推 進 され る
形態 であ る。 しか し,情 報 は各 ノー ドか ら中央 の コアへ 向か って一 方 向のみ に
流れ る,い わば ワソ ウエ イチ ャネルが 中心 で あ り,加 工処 理 され た情 報 の フ ィ
ー ドバ ックは あ ま り見か け ない。 リモー トバ ッチ処 理 は この段 階に 属す る。
初期 段 階を 経た情 報の ネ ッ トワー クシス テ ムは,次 に組 織全 体 へ の浸透 を意
図 した成 長期 へ 向か う。 これ は オ フ ィス,支 店営 業所,倉 鼠 工場 な どす べ て
の ノー ドを情 報 の ネ ッ トワー クで結合す る形態 で,規 模 の拡大 が具 現化 す る。
オ ソラ イソ リアル タイム処理 が可 能 とな り・ 部 分的 な ツー ウエ イ コ ミュニケー
シ ョソチ ャネルが確 立 し,情 報 の一 部 が各 ノー ドに フ ィー ドバ ックされ る。 し
か し この成 長段 階 は,受 発注 業 務 を 中心 に した ロジス テ ィックシス テ ムが依 然
とし て ネ ッ トワー クシ ステ ムの主軸 で あ り,情 報 はそ の ロジ ステ ィックシス テ
ムの流 れ を支 援 してい るに しか 過 ぎない とい う点 で・規 模 の違い を 別にす れば
初期 段階 と本質 的 に変 わ らな い。
組 織 内情 報 ネ ッ トワー クシス テ ムを実 現 した 組織 は,次 に2つ の意味 で変 質
期を 迎 え る。1つ は 他組織 との結 合,す なわ ち組 織 間結 合の 具現化 であ り,他
の1つ は情 報資源 の積極 的 活用 で あ る。 組織 間結 合 の例 は,卸 売 と小売 との結
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合,メ ー カと卸売 との結 合,さ らに は卸 売,メ ー カ,小 売 との結 合に よ く見 ら
れ る。 この変態 期段 階 での情報 ネ ッ トワー クシス テムは,デ......タベ ー スの構築
が済 ん でお り,参 加者 相互 の情 報 共有 ・共 用 が部 分 的に 実現 す る。 各 ノー ドに
おけ る情 報検 索 の頻 度 も多 くな りt情 報 シス テ ムは意 思決 定 を積 極的 に 支i援す
る よ うに な る。 情 報 シス テ ムの 役 割は,単 な るRジ ス テ ィ ックス追随 型 や補 佐
型 で はな く,先 導 型,管 理 型 に 変質 す る。 た とえぽ,自 動 発注 方 式が 在庫 管理
シス テ ムに組 み込 まれ る こ とに よ り,発 注 品 目,数 量 のみ な らずs発 注先 まで
も自動 的 に決定 す る ことが可 能 とな る。
この変態 期 を経 て,組 織 の ネ ッ トワー クシス テ ムは,同 業 他社,異 業 種組織
を も包含 した 構造,す なわ ち成熟 期 の構 造 を示 す よ うに な る。 この段 階 では,
ネ ッ トワー クの対 象 とな る資 源 も,ロ ジス テ ィ ックス,情 報 のほか に,金 融,
技術 な どへ と範 囲 を拡 大す る。 金融,倉 庫,運 輸,製 造,卸 売,小 売 な ど個 別
の ネ ッ トワー一クがそ れ ぞれ 有機 的 に しか も多重 的 に結 合す る よ うな 構造 は この
段 階 に属 す る。 ネ ッ トワー ク諸 資 源 の共 有 ・共用 に よる シナ ジ効 果 が期 待 で き
る。 薬 品 の卸 問屋 が共 同出資 して計 算 セ ソ タを設立 し運営 してい るのは 同 業他
社 の例 で あ る⑧。 また 異 業種 組織 間 の例 とし ては,石 油化学 会 社 と倉 庫 業者 間,
倉庫 会社 と運輸 会社 と銀 行間 な どが あ る。
これ ら一連 の ネ ッ トワー ク発展段 階 は,あ る段 階か ら次 の段 階へ 移 行す る時
点 で インパ ク トが生 じ,そ の インパ ク トを吸収 し得 た時 に初 め て次 の段 階へ 進
む こ とが 可能 とな る。 インパ ク トの 吸収 力が 不 十分 ではあ って も,前 段 階 に戻
るエ ネル ギーや ス ラ ックが存 在 してい る場 合に はs衰 退 へ 向か わず に 前段 階 の
いず れか ヘ フ ィー トパ ックす る こ とが で きる。 また 逆 に,組 織 の成 長 の速 度が
著 しい 場 合に は,途 中の段 階 を スキ ップ して,前 方 向ヘ フ ィ__..ドフ ォワー ドす
る こ と も可 能 で あ る。
4.組 織間ネッ トワ0ク システムの生成動機 と特性
il)組 織 間 ネ ッ トワー ク システ ム の生成 動機
組織 に は生 存す る こ とそ の ことが 目的 の組 織 と,成 長 ・発展 を遂 げ る こ とが
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目的の組織とがあ る。前者の生存 目的 タイプの典型的な組織には,公 共機関に
代表 され る公的組織や組合組織が,ま た後者の成長 ・発展を 目的 とす るタイプ
の典型的な組織 には,競 争原理の もとでの行動を前提 とした私企 業組織がある。
しかし,こ の生存 目的 と成長 ・発展 目的 との識別は絶対的な ものではな く,状
況の変化に よっては,相 互変換現象がみ られ る。た とえば,私 企業組織 であっ
ても,倒 産の危険性が伴 うよ うな場合にはi成 長 ・発展 目的に代わって,規 模
や行動の範囲を削減 してで も延命を図ろ うとす る生存 目的が表面 化して くるか
らであ る。
組織 の 目的が生存であって もあるいは成長 ・発展であって も共通してい るこ
とは,社 会の枠の中で存在している とい うことで ある。 さらに言 えぽ,社 会シ
ステムとい う環境の中で存在している とい うことであ る。組織にかかわ る直接
の利害関係者には,組 織に参加してい るメソバのほかに,取 引関係をとおして
接触のある直接関係者がい る。 しか し社会 との相互作用でみ ると,組 織は直接
的な利害関係者のほかに,間 接的な利害関係者お よび取引関係がな くて も何か
の きっかけで利害関係者に変異す る可能性のある潜在的利害関係者 とも接触し
ていると考 えられ る。 しか も,そ の接触のチ ャネルの種類 と数が技術革新の影
響 で増大し続けてい るため,組 織 と直接の利害関係 者は もちろんの こと,間 接
関係者 との間で も,高 度に複雑な多重交織の様相を呈して きてい ることが事実
として認識できるのである。なか で も通信技術の進歩 ・発展は・時空間の格差
を超越した外延化を可能にしたため,従 来,革 新的情報技術 とは無縁の,い わ
ば"ク ローズ ド"な 社会 での営みが可能であった,地 方の零細規模の"個 人商
店"組 織 に対して も,ネ ッ トワー ク化の波が押し寄せてい ると考えられ るので
ある。 まさし く,"組 織の社会化"現 象が進展してきてい る時代であると言 え
よう。
社会を構成す る1つ の単位 としての組織には,自 然発生的に非合 目的的に存
在す る組織 と,意 図的,計 画的,合 目的的に存在す る組織 とがある。われわれ
の主たる分析対象であ る後者の人工的に作 られた合 目的的組織に限定してみ る
とsこ の タイプの組織は 自己意識的に行動し,自 己実現の程度であるパ フォー
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マソ スを測定 し,そ の結 果 を 目的 設定 に フ ィー ドバ ックす る
。 したが ってそ こ
には,所 定 の パ フ ォー マ ソス を実現 す るため の コソ トロール機 能 が必 要 とな る。
換 言 すれ ば,組 織 のパ フ ォ_.._一?ソス水準 は,組 織 の接近 可能 な 諸資 源 をいか に
効 率 よ く・ 有 効的 に コソ トロー ルで きるか に よって大 ぎ く左 右 され るので あ る。
組織 が用 い る コソ トロール の 手段 にはsそ れ が個 人 間 であれf集 団間 であれs
組織 間 であれ,物 理的,物 質 的iお よび シ ソボル的 コソ トロー一 レとい う3つ の
分析 的 カ テ ゴ リが あ る(Etzioni,1964)。 第1の 物 理 的 コ ン トロ ー ル(physical
control)は,拳 銃 や む ち,留 置場 な どにみ られ る よ うに,身 体 に 直接 影響 を 及
ぼす よ うな物理 的 制裁 を加 え る ことに よって コン トmル す る方法 の ことで あ
る。 規則 違反 をす る と物理 的 に罰せ られ る軍隊 組織,ス ポー ツ組織,留 置 場組
織 な どは物理 的 コン トロール主 体 の組 織だ と言 え る。 物理 的 手段 に基 づ くコソ
トmル の こ とを強 圧 的 パ ワー(c。ercivep。wer)と もい う。
第2の 物 質的 コソ トmル(materialc。ntrol)は 財 や サ ー ビス な どの報酬 を コ
ソ トロール の 手段 とし て用 い る方法 の ことで あ る。 経済 的利 得や サ ー ビスの獲
得を主 た る 目的 として存 在す る一 般企 業 組織 は この カテ ゴ リに属 す る。 物質 的
手段 を主 た る コン ト目一 ル源 とす る組織 に は功 利的 パ ワー(utilitarianpower)カr
生 まれ る。
第3の シソ ボ ル 的 コ ン トmル(symboliccontr。1)は 威 信や 尊重,ス テ イタ
スな どの規範 的 シ ソボルや 愛情,尊 重,受 容 な どの 社会 的 シ ソボルに み られ る
非 物 理 的,非 物 質的 な,む しろ精神 的 よ りど ころを コソ トmル の手 段 と して
用 い る よ うな方 法 の ことで あ る。 シ ソボル に基 づ くコ ソ トmル の こ と を規
範 的 あ るい は規範 的 ・社 会 的 あ るい は社 会 的 パ ワー(n。rmative,n。rmative-s。cial,
socialp・wer)と い う。 宗 教 組織 や イデオ ロギ組織,政 治組織,大 学 組 織,ボ ラ
ソ タ リ活 動組織,社 交 クラ ブ組織,そ の他 諸種 の友 好 団体組 織 は この カテ ゴ リ
に属 す る。 規 範的 シ ソボルに 基 づ くパ ワー はs組 織 内 の上位 に ラン クされ る権
威 者が 直接,メ ソバ の1人 に話 しか け る よ うな時 に生 まれ る。 規 範的 ・社 会 的
シソ ボルに基 づ くパ ワー は,組 織 内 の上 位者 が,特 定 の メソバ の職務 遂 行の ア
シス トを他 の複数 メンパに依 頼す る よ うな時 に生 まれ る。社 会的 シ ソボルに基
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つ くパ ワー は,組 織 内 の メソ バ同士 が相 互に接 触 を保 つ よ うな時に 生 ず る。 ロ
イヤ リテ ィの低 い地 元 の フ ランチ ャ イズ シス テ ムに参 加せ ず に,全 国的 に知 名
度の 高い フ ラソチ ャィズ システ ムに高 い ロ イヤ リテ ィを払 って参 加 す る フラソ
チ ャ イジは,究 極 的 には 功利 的 パ ワーの蓄 積 を期待 してい るに して も,当 面 は
多 少の経 済 的犠牲 を払 ってで も社 会 的地 位や 安 定を 確保 し よ うとい う意 図が う
か が え,シ ソボル に基づ い た コソ トロー ルの範疇 に 属 して い る と言 え る。
個 人 間s集 団間,組 織 間 な どで メソバの一 方か ら他へ 影響 を行 使す る時,あ
るい は行使 し よ うとす る時に,以 上 の3つ の パ ワー・の うちのい ずれ か が よ り強
く発 生す る。 これ らの パ ワーは三 者択 一 的 にいず れか のパ ワー のみ が発 生す る
とい うことでは な くs実 際 に は多重 の構 造 に な ってお り・ パ ワー ミックス とし
て理解 す る ことが 正 しい であ ろ う。 強圧 的 パ ワー が強 く現わ れ てい る よ うな組
織 は,他 組織 に対 して排 他的 で あ り組織 基盤 は強 固で あ る。 一 方・ 組織 内部 の
メソバ の 自主 性 は尊重 され ない。 したが って,命 令 ・服 従関 係が主 流 の 閉鎖 的
な性 格 が強 い。反 対 に規 範 的 パ ワーが強 く現 われ てい る組織 では,社 会 に対 し
て開放 的 であ り,参 加 も比 較 的 自由で あ る。 組 織 メソバ の 自主 性は 大い に尊 重
され る。 そ のた め組織 の形成 基盤 は軟 弱で あ る。 功利 的 パ ワーが 中心で あ る組
織 は 両者 の 中間 に位 置す る。 この三者 の特 徴 を整 理 した のが表2で あ る。
表23つ のパワー特性比較
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組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムに参 加 す る動機 は 以上 の考察 で明 らか な よ うに
一 元 化 は で きない。 しか し,た とえ多 様な 目的 や動機 が そ こに存 在 し てい る と
して も,そ れ を"メ タ"の レベルか ら考察す る と,特 定 の ネ ッ トワー クに参 加
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す る ことに よる 同志 的 結合 の 強化 あ るい は ネ ッ トワー クに参 加 し てい ない主 体
との 識別化 が,共 通 の原 理 として 浮上 して くる。 それ は あ たか も中 世 の ヨー ロ
ッパ で発達 した ギル ドの よ うに,元 来,宗 教 の行 事 ・儀礼 の協働 に 始 ま った 自
治 団体 が,次 第 に技 術の 独 占と福 利 の維 持 を 目的 とす る特 権的 な同業 組 合に 変
質 した の と類 似 してお り,組 織 の ネ ッ トワー ク化 は,本 源 的 に排 他的 ・閉鎖 的
体 質 を 内包 して い る と言 え よ う。
② 動態 均 衡 とパ ワー モ デ ルの メカニ ズム
動態 環 境 の もとでの組 織 は,環 境 との相互 作 用 を意 識 し なが ら,ダ イナ ミッ
クな対 応 が 要請 され る。 この ダ イナ ミックな対 応 を組織 の動態 均 衡 とみ なせ ばs
動態 均衡 の た めに は2つ の要 素が 必 要 とな る。1つ は安定 性 の維 持s他 の1つ
は 進化 のた めの 不安定 性 の創 出で あ る。 安定 性 の維持 と不 安定 性 の創 出はs組
織 目的に対 応 して連続 的,ス パ イラル的 に現 わ れ る ことが 望 ま しい(Mintzberg,
1983)。 パ ワー一は こ の動態 均 衡維 持 に重 要 な役 割 を 果たす と考 え られ る。 それ
は す なわ ち,動 態均 衡 の うち安 定性 維持 段 階 では 規範 的 ない し規 範 的 ・社 会 的
パ ワーが 強 く現 われ,不 安定 性創 出段 階 では功 利的 ない し強 圧的 パ ワー一が強 く
現 われ る こ とが 予想 され るか らで あ る。
動態 均衡 とパ ワー モ デル の メカ ニズ ムを ス ター型 ネ ッ トワー クシス テ ムにあ
ては め て考 え てみ る。 図9に 示す よ うに,ま ず 第1段 階 では,コ アな らびに 独
立 ユ ニ ッ トはそ れぞ れ 自律 的 に行 動 してお り,両 者 の 間に は特 に連 結 の兆 しは
ない。 それ ぞれ の組織 は 安定 状態 に あ り,ネ ッ トワー ク形成 の 前段 階 であ る。
わずか に,独 立 ユ ニ ッ ト同士 の間 に社 会 的 パ ワーが存 在 してい るに しか 過 ぎな
いo
第2段 階 では,第1段 階 の安 定状 態か ら脱却 し,量 的拡 大 ない し質 的変態 の
機会 を 得 るた めに,コ アない し フ ォー カル ユ ニ ッ トが 行動 を開 始す る。 そ の行
動 開始 動機 は規 範的 パ ワーない し功利 的 パ ワー形成 が 中心 とな る。 これ は ネ ッ
トワー ク形成 者 として の形成 動 機 で もあ る。 一 方,独 立 ユ ニ ッ トは 形成 者か ら
の誘 い を受け,ネ ッ トワー クに参 加す るか 否か の意思 決定 を しなけ れば な らな
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図9動 態均 衡 とパワーモ デルの メ力ニズム
動態均衡 パ ワーモデル
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い 。 ネ ッ トワー ク形成 者 の社 会 的名 声 や知 名度 が非 常 に高 い場 合 には,功 利性
を多 少犠 牲 に して で も,規 範 的 シ ソボルの 生成 を期待 し て ネ ッ トワー クに参 加
す る こ とが あ る ことは,既 に述べ た とお りであ る。 また,ネ ッ トワー ク形成 者
の ス テ イタスが そ れほ ど高 くな くて も,妥 当 な便 益 を享 受す る こ とが期 待 で き
る場合 に は,功 利 的 パ ワー形 成 が参 加の 動機 とな る。
か くして ネ ッ トワmク の形成 動 機 とネ ッ トワー クの参 加動 機 とが 合致 し た時
に,組 織 間 ネ ッ トワー クが 誕 生す る。 しか しy一 度確 立 した 組織 間 ネ ッ トワー
ク内部 では,ネ ッ トワー ク資源 の配 分や 利用 方法 をめ ぐって ロン フ リク トが 発
生す る。 特 に情 報資 源 の場 合,蓄 積 され てい る情 報 をいか に 付 加価値 を 高め て
活用 す る ことが で きるか は,ひ とえに利 用 者側 の能 力いか ん にか か っ てい るの
で,た とえ同一 の資 源 を"共 有"し て い て も,"共 用"の 仕 方 はお のずか ら異
な って くる。 コソ フ リク トの発 生 は何 らか の方 法に よって解 決 し なけ れ ば な ら
ない。Follettに よれ ば,コ ソ フ リク トの解 決 方法 には,抑 圧,妥 協f統 合 とい
う3つ の方 法が あ り,理 想 的 な解決 方法 は,こ の うち当事 者が 共 に満足 す る統
合型だ とい う(9)。
しか し現 実 には,ネ ッ トワー ク内の管 理可 能 な資 源 は有 限 であ り,し か もそ
の 利用 をめ ぐっての 対立 で,常 に統 合に よる解決 方 法が 見 い 出 され る とは限 ら
ない。 現 実的 な解 決 パ ター ン としては,ネ ッ トワー ク資源 の偏在 化現 象 が起 こ
り,強 圧 的 パ ワー に基づ い た コアユ ニ ッ トに よる独立 ユ ニ ッ トの強 固 な コン ト
ロール が必 然的 に 敷かれ る よ うに な るで あ ろ う。Follettの 表 現 を借 りれぽ
i抑
圧 に よる コソ フ リク トの解 決 とい うパ ター ンで あ る。
しか し なが ら,こ の よ うな強 圧的 パ ワーモ デル は,社 会 や組 織 に行 動 の ダイ
ナ ミズ ムが 存在 してい る限 り,永 続 は し ない。 なぜ な らば,や が て強 圧 的安定
状 態 を 破壊 す る新た なパ ワーが 創 出 され て くるか らで あ る。
以 上 の考察か ら明 らか な よ うに,組 織 の コン トロー ル機能 か ら演 繹的 に導 出
され た 強圧 的 パ ワー,功 利 的 パ ワー,規 範 的 パ ワー とい う3つ の パ ワー形態 は,
ネ ッ トワー ク形成 者,参 加 者の 双方 に とって,ネ ッ トワー ク生成 動機 として の
説 明原 理に な り うるので あ る。
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(3)組 織 間 ネ ッ トワー クシステ ム構築 の た めの条 件
理念 型 として描 く組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ム には,A.環 境 との イソ タフ
ェイス,B.組 織 構造,C.組 織 行動 とい う3つ の 分類 基 準か らみ て,以 下 で要
約 す る8つ の特 性 があ る と考 え られ る。
A.環 境 との イン タ フ ェイス
① ル ー ス カ ップ リソ グ(lo・sec・upling)に よる生存 可能 性 の増 大q。)(W・i・k,
1979)
環 境 と組 織 とが ゆ るやか に結 合す る こ とに よって,組 織 の環 境 変化 に対
応 し適合 す る水準 が 向上 す る。
② 領域 拡 張活 動の 支援
ネ ッ トワー ク型組 織 の拡 大に は,自 己増 殖す る ことに よ る拡大 と他 組織
との接 触 を き っか け に吸収 ・包 含す る こ とに よる拡 大 の2つ が あ る。組 織
間 ネ ッ トワー クの場 合 は,後 者 の活 動 に よって拡 大す る。 いず れ の場 合 で
も,ネ ッ トワー ク資源 の交 換や 共用 が この拡 張活 動 を支 え る。
③ 環境 多様 性 の吸 収
"識 別 で き る変 数の 数"で あ る多様 性(
variety)は 多 様性 のみ に よっ て吸
収 され る(必 要多様性の法則)の で,環 境 多様 性 を吸収 す るのは組織 多 様性
のみで あ る。 そ の組織 多 様性 は対 応能 力や処 理能 力 を高 め る ことに よって
増 大 す る。 したが って,増 幅 す る環境 多 様性 を 吸収す るた めには,そ れ に
見合 うだ け組 織 の処 理能 力を 高 め,組 織 多様 性 を増 幅 しなけれ ぽ な ら ない。
この点,ネ ッ トワー ク型 組織 は 各 ノー ドが そ れぞ れ,あ る程度 の判 断能 力
や処理 能 力 を備 え てい るの で,特 定 の固定 化 され た機 能 しか もた ない 組織
に比べ て組織 多様 性 は増 大す る(11)(Beer,1974)。 ホ テルの カ ウソ タでチ ェ
ック ィンと チ ェ ックア ウ トの ス タ ッフが営 業 時間 に 関係 な く固定 化 され て
い る場合 と,朝 のチ ェ ックア ウ トタ イムに大 半 の ス タ ッフが チ ェ ッ クア ウ
トカ ウンタへ 移動 し,逆 に 夕方 の チ ェ ックイン タ イムに 大半 の ス タ ッフが
チ ェ ックイン カウン タへ 移動 し接 客 にあ た る場 合 とを比 較す る と,そ の処
理能 力の違 いは歴 然 として い る。 後 者 の フ レキ シ ブル カウ ソタシ ステ ムで
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は,ス タ ッフの接 客能 力の 向上yす なわ ち組織 の多 様性 を 向上 させ る こと
に よっては じめ て,来 客数 とい う不 確定 な環境 多様 性 に対 処す る ことが で
きるので あ る。
④ 環 境 情 報に 関す るセ ソサ能 力の 増大
環 境 と イソ タ フ ェイスを保 って い る各 ノー ドは,そ れ 自体情 報 セ ンサ の
機能 を果 た してお り,環 境 変化 に 関す る情 報 を キ ャ ッチ し,ネ ッ トワー ク
内に持 ち込む ことが で きる。 そ の情 報 は ネ ッ トワー クに よって共有 ・共用
され る。 タ イ ミソ グの よい環 境 情報 の収 集 は,各 ノー ドの 判断 能 力や 意思
決定 能 力,計 画能 力な どを 高め るのに貢 献す る。
⑤ 共 通 価値 の 認知 に よる境界 領 域 の設 定
す でにふ れ た よ うに,参 加 メソ バ間 で共 有 で きる価 値 観や規 範 の存 在す
る こ とが境 界 領域(パ ウソダ リ)形 成 の 前提 とな る。 境 界領 域 には メ ソバ間
の結 合関係 が"強"で あ るか"弱"で あ るか に よって,強 バ ウン ダ リと弱
パ ウン ダ リとが あ る。 ネ ッ トワー ク内 で管理 対 象 とな る資源 の 種類 が増 大
して くるにつ れ てsパ ウソ ダ リは 次 第に強 化 され て くる傾 向が あ る。 た と
えば,農 協の ネ ッ トワー クで,肥 料 や種 な どの仕 入,農 作 物 の販 売,資 金
の貸付,さ らに気 象情 報 や市 況情報 な どの提供 が 画一 的 に 中央 の組合 組織
で運 営 され る よ うに な る と,そ こでは,"も の","お 金","情 報"が 多重 的
に一 括 して取 り扱 われ る よ うに な り,一 軒 一軒 の 農家 の主 体性 は,意 識 的,
主体 的 に行 動 し ない限 り,強 結合 の 中 に埋没 して し ま う危 険性が あ る。
特 に情 報資 源 の場 合,各 ノー ドに端 末機 が 置か れ,中 央 の デー タベー ス
構築済 み の コソ ピ ェー タと通信 回線 で結ば れ る よ うに な る と,た とえ共 通
価値 を バ ウソ ダ リ内部 で共 有 してい るとは言 って も,主 体 的 な意 思 を もた
ない ノー ドに購落 して し ま う恐れ が あ る。
B.組 織 構造
⑥ 柔構造
動態環 境 下 の組 織 は,そ の内 部に一 定 の条 件 の もとで関連 づけ られ た プ
ロセ スに相 当す る連 結行 動 を組 み込 む ことに よって
,主 体 的 に選 択 した環
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境 の曖 昧 さを解 消す る ことが で きる。 その ため には,外 界か らの イソパ ク
トを吸収 す るに足 るだけ の弾 力性 を備 えて い なければ な らない。組 織 間 ネ
ッ トワー クシステ ムではi各 ノー ドの役 割や機 能 が厳 密に定 義 され てお ら
ず,環 境 変化 に 主体 的 に対 応 で ぎる柔構 造 を備 え てい る こ とが必 要で あ る。
⑦ 自主 性 と依 存性 の共 存
個 別組織 の 自主 性は,組 織 目的 実現 の ため の前提 条件 の1つ で あ る。 し
か し 自主 性 だけ で は,設 定 で ぎ る 目標 水準 にお のずか ら限界 が あ る。 さ ら
に上 位の 目標 を実 現す るため に は,ネ ッ トワー ク内の他組 織 との協働 や協
力関係 の持 続 が大 切 なので あ る。 ここに,Parsons(1964)の い う社会 シス テ
ム概 念 を持 ち込 む こ との 積 極的 な意義 が 見い 出され るので あ る。 す なわ ち
自主 性に 加 え て相互依 存 性 を保つ ことが 組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ム形成
の条件 の1つ に な るので あ る。 依 存性 に は横 断 的依存 性,縦 断的 依存 性,
共 生 的依 存性 の3つ があ ると考 え られ る(12)(Pennzngs,1981)。 この うち,
ネ ッ トワー クの原 理を 最 も端 的に表 わ してい るのは共 生的依 存 性で あ る。
蜂 と花,イ ソギ ン チ ャ クとヤ ドカ リの関係 な どの よ うに,共 に利益 を受け
なが ら共 に生活 す る ことが共 生 であ り,相 互補 助s相 互補完 が ネ ヅ トワー
クを 弾 力的に維 持 す る さいの 重 要な 要件 に な ってい る と考 え られ よ う。
C.組 織行 動
⑧ 資源 の共有 に よる シナ ジの蓄 積
ネ ッ トワー クへ の参 加者 を ア クタ とみ な し,ア クタ間 で相互 便益 が 享受
で き る よ うに,そ れ ぞれ の 自主的 判 断 の もとで 合理的 行 動を と るよ うな関
係 は交 換 理論(exchangethe・ry)で 説 明 され る。 この理 論は硬 直 的 で 明確 な
役 割 分担 が決 まっ てい る よ うな組織 に は妥 当 し ない。 む しろ,ネ ッ トワー
ク内 での過 剰資 源 と過 少資源 とを 相互 に補 完 し合 え るよ うな,弾 力的 な仕
組み が 重要 なので あ る。 た とえば,ホ テルや旅 館,民 宿 な どの ネ ッ トワー
ク,個 人 タ クシーの ネ ッ トワー クシス テ ムな どでは,お 互 いに ラ イバル組
織 で あ って も,顧 客 を 紹介 し合 うよ うな行 為 を 前提 に し て成 立 してい る。
もし この よ うな理 念が 実際 に 実行 され た 場 合,独 立 した組織 では と うてい
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実現 し得 ない ネ ッ トワ0ク シナ ジが期 待 され る。
5.情 報ネ ッ トワークシステムを基軸にした
組織間ネ ッ トワ0ク 理論の形成
α}情 報 シス テム機 能 の進 化
す でに 明 らか に し て きた よ うに,情 報 シス テムが組織 間の取 引活動 の 中 で果
た し て きた役 割 は,従 来,も のや サ ー ビス,お 金 の流 れ を付随 的 に後 処理 的 に
サ ポー トす る,い わ ば フ ォロワ(follower)し て の機 能 が 中心 であ った。 コン ピ
ュー タを利用 す るに して も,取 引結果 を計算 ・処 理 し た り,記 録 ・保 管 した り
とい う機能 が主 体 であ った。
と ころ が,OA機 器 が登場 し通信 技 術 が普及 して くるにつ れ,組 織 内 の情報
シス テ ムの容態 が変容 を遂 げ る よ うに な った。 まずOA機 器は 組織 の末 端 に ま
で浸透 す る ことに よって,従 来EDP部 門に 対 して情報 処理 要 求 をす る単 な る
依 頼者 で しか なか った エ ン ドユーザ が 自己の 能 力の 範囲 内 で,あ る程 度 の 自主
的処理 が で きる よ うに な った。
一方 ,通 信技 術 の 普及 は,従 来か らのEDP機 器 とOA機 器 との 結合 の ほか
に,OA機 器 同士 の結合 を も現 実 の もの に して きた。 しか も,こ の連結 の範 囲
は 同一 ロケー シ ョソi同 一 建 物 内に と どま らずf異 ロケー シ ョン間,広 域 ロケ
ー シ ョソ間に まで拡大 して きて い るので あ る
。 そ の ため に,従 来,本 店一 支 店
間,本 店一 支店 一工 場 間,本 店一 支店一 倉庫 間の よ うな 同一企 業 内 に限定 され
ていた ネ ッ トワー クの範 囲が,系 列企 業間,取 引 関連企 業 間,異 業種 企 業間 に
まで拡大 化,広 域化 す る こ と を 可能 に し た ので あ る。 通 信技 術 を媒 介 とした
EDP機 器 な らび にOA機 器 の統 合的 情報 ネ ッ トワー クシス テ ムは,そ の ノー
ドの先端 を 確実 に外 延化 させ てい るの で あ る。
この よ うな情 報 ネ ッ トワー クシス テ ムの外延 化 は,情 報 セ ソサ機 能 の 充実,
ネ ッ トワー ク内情 報 の共用sデ ー タベ ー スへ の ア クセス範 囲 の拡充,取 引範 囲
の拡 大 な どの効果 を もた らす 。 これ らは孤立 化 し た ク ロー ズ ドシス テ ム タ イプ
の組 織 では 技術 的,物 理 的 に不 可能 であ った情 報収 集,情 報処 理,情 報蓄 積,
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情 報提 供,情 報 利用 を可能 にす る。 ここで は"情 報 シナ ジ効果"が 期待 され る。
情 報 ネ ッ トワー クシス テ ムに参 加す る ノー ドは付 加価値 の高い 情報 を1つ の経
済 財 に し てsし た が って,顧 客 創造,新 製 品開 発・ 流 通機構 の改 革・ マネー フ
mの 合理 化 な ど組 織 成長 戦 略 あ るい は組 織変 質戦 略 の有 力 な ツール の1つ と
して活 用 で き る。情 報 シス テ ムは ロジス テ ィ ックシ ステ ムの単 な る フ ォロワで
は な く,む し ろ先導 す る役 割 を担 った リー ダとして機能 す る よ うにな る。 これ
は情 報 シス テ ムの1つ の 進化 プ ロセ ス と考 え られ よ う。
組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムにお け る情報 シス テ ムは,各 ノー ドが それ ぞれ
情 報収 集,処 理能 力 を保 有 し てい るの で,相 乗 的 に ネ ッ トワー ク全 体 の情報 処
理能 力は高 まる。 組 織 の情 報 処理 能 力の 高揚 は環境 の不確 実性 を 吸収す るのに
貢献 す る。現 代 は,環 境 そ の ものの 復雑 化・ タス クそ の もの の複 雑化 ・ タス ク
間 の相 互 関連性 の増 大 化 な どの現 象が …般 化 し て ぎてお り,環 境 そ の もの の不
確 実性 は増 大傾 向に あ る(Tus}man,Nadler,1978)。 組織 に とって,こ の環境 不
確 実性 を吸収 す る ことに 成功 し ない 限 り,組 織 パ フ ォー マソス の維持 や増 大 は
困難 なので あ る。 そ のた め には環 境不 確実 性 を吸収 す るに 足 るだけ の情 報処 理
能 力 を組織 は 身に つけ てお くことが必 要 とな る。 組織 間 ネ ッ トワー クシステ ム
では,各 ノー ドが 自律 的 情 報処 理能 力を保 有す る ことに よって情報 処 理の 全体
能 力を 高め る ことが可能 とな るので あ る。 環 境 の不 確実性 と組 織 の情 報処 理能
力 との ダイナ ミックな均衡 モ デルは 図10の よ うに 示 され る。
図10環 境不確実性 と組織の情報処理能力とのダ イナ ミック均衡モデル
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同図で明 らか な よ うに,環 境不確実性 と組織 の情報処理能力 とを均衡 させ る
方法にはs組 織 の情報処理能 力に見合 う水準 まで環境不確実性の源泉を削減あ
るいは増幅するオ プシ ョソ1と,環 境不確実性水準に見合 う水準 まで組織 の情
報処理能 力を変更す るオ プシ ョソ2と がある。 いずれの場合 でもs組 織のパ フ
ォ…マンス水準を引 き上げるためには,組 織の情報処理能力の水準を引 き上げ
てお くことが重要な意味を もつ。 なぜな らば,現 代社会は常に環境不確実性が
組織 の情報処理能 力を上回っていると考 えられ るか らで ある。その意味では,
各 ノー ドが環境か らの情報収集活動に従事し,情 報 の付加価値を高め,メ ソバ
同士でその情報を共用 できる可能 性のある組織間ネ ッ トワー クシステムは,組
織の情報処理能 力を高めs環 境不確実性を軽減す るのに貢献す ると期待され る。
② 情 報 ネ ッ トワー クシ ステ ムの プ ロ トタ イプ
ネ ッ トワー クシス テ ムの メソパ としては,ネ ッ トワー ク形成 者sネ ッ トワー
ク参 加者 ・ ネ ヅ トワー ク管理 者 がお り,こ れ に情 報 ネ ッ トワー クシス テムの場
合,デ ー タベ ース管 理者 が 付け 加Lら れ る。 これ ら四 者 は何 らか の 形 で相互 に
連 結 してお り,そ の結合 の 程度 は強 結合,中 結 合,弱 結 合の3種 類 に分類 で ぎ
る。 これ らの ネ ッ トワー ク構成 要 素 に基 づ い て モ デル化 した チ ャー トは 図11に
示 す よ うに5タ イ プあ る。
この5タ イプは ネ ッ トワー ク形 成 者,参 加 者,管 理 者,デ ー タベ ースが それ
ぞれ 別個 に存在 してい る タ イプ1か ら,ネ ッ トワー ク形 成 者 と管理 者,デ ー タ
ベ ー スが 一体 化 した タ イプ5ま でsメ ソバ の集 中度,多 重度 に応 じて分類 した
もので あ る。
タ イプ1の 典型 は,ネ ッ トワー ク形成 者 として,ネ ッ トワー クプ ラソナ とし
ての卸 売 業者 が,ネ ヅ トワー ク管理 者 として,ハ ー ドウ ェアや ソ フ トウ ェアの
選 択決 定,機 能 や 仕 様の 決定,ア プ リケー シ ョソ シス テムの設 計 ・運 営 ・コソ
トロー ルに あ た る外部 の委 託業 者 や専 門業 者 が,さ らに デー タベ ース管 理者 と
してrデ ー タベー スサ ー ビス提 供 ・管 理 の専 門業 者が そ の任 に あた る よ うな場
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タ イプ2は ネ ッ トワー ク管理 者 とデー タベー ス管 理 者 とが 一体 とな ってい る
外 部 の業 者を,ネ ッ トワー ク形成 者 が利 用す る タ イプであ る。 ネ ッ トワー ク形
成 者 とし ての 卸売 業者 がVAN業 者 を利用 す る よ うな 形態 はaこ の タ イプに属
す る。
タ イプ3は ネ ッ トワー ク形成 者 に ネ ッ トワー ク管理 者 として の機能 が追 加 さ
れ た よ うな ケースで あ る。 ネ ッ トワー ク形成 者 に情 報処理 能 力が 備 わ りネ ッ ト
ワー クシス テ ムの ア プ リケー シ ョソ開 発や メインテ ナ ソス処 理 が 内部 で行 な え
る よ うに な る と・ ネ ッ トワー ク管 理機 能 は外 部か ら内部 へ移 動す る
。 ただ しr
デー タベー ス管 理 は依 然 として外 部 業者 に委 ね られ る。
タイプ4は ネ ッ トワー ク形 成 者 自身 が汎用 コソ ピ ュー タ とデ ー タベー ス を保
有 してい る タ イプで あ る。 タ イプ3と は逆 にrネ ッ トワー ク管 理機 能 を外 部 に
委 託す る。 デー タベ ー スを ネ ッ トワー・ク形成 者 が管 理す る こ とに よってiネ ッ
トワー一ク参 加 者 との関 係は ・情 報 の収 集 ・分配 チ ャネル を 介 して次 第 に強 固に
な る。
タ イプ5は ネ ッ トワー ク形成 者が ネ ッ トワー ク管 理 な らび に デー タベー ス管
理機 能 を ともに 内包 しa完 全 に情 報 ネ ッ トワー クの コアネ ッ トワー カとし て機
能 し てい る よ うな タ イプで あ る。
現 実 の情 報 ネ ッ トワー クは・ 上 記5種 類 の タ イプ の うちの いず れか,あ るい
はい ずれか の タイプの 変異 として存 在 してい る と考 え られ る。
結 語
組 織 は 本来,組 織 を構成 す る諸 要 素が 有機 的 に結 合す る こ とに よって成 り立
ってい る。 結合 の対 象 とな ってい る諸 要素 は,も の や サー ビスを 中心 に した取
引 で もよい し・ 人 で もよい し情 報 そ の もの で もよい。 複 数 の経営 資 源 ない し ネ
ッ トワmク 資 源 が多重 に交織 し合 うことに よって共 生す る ことが で きれ ば,よ
り高い ネ ッ トワー クシナ ジの享受 が 可能 とな るの で あ る。 この基本 原 理 は組織
内 ネ ッ トワー クの み な らず,組 織 間 ネ ッ トワー クに も妥 当す る。
組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムは,さ らに"も の"や"お 金"な どの ネ ッ トワ
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一 ク資 源 を主体 に した伝 統 的 組織 間 ネ ッ トワー クシス テ ム と,コ ソ ピ ュー タと
通 信 との連結 を主 軸 とす る"情 報"主 体 の近 代 的組織 間 ネ ッ トワー クとに 分け
る ことが で きる。 われ われ が 現在,組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムの 分析 を重 視
す る積極 的理 由は,"情 報"ネ ッ トワー クが,伝 統 的組 織 間 ネ ッ トワー クでは
考慮 す る必要 の なか った,新 しい タ イプ の,し か も異 な った 影響 を個 別組織 に
及ぼ し始め てい る と仮定 して い るか らで あ る。
ネ ッ トワー クシ ステ ムのプ ロ トタ イプ をス ター 型 お よび リソ グ型 に 分類 して
そ の進化 の方 向を探 って も,情 報 は両 タ イプにそ の影響 を色 濃 く投 げか け てい
る。 す なわ ち,ス ター型 ネ ッ トワー クシス テ ムの場 合,VAN業 者 が ネ ッ トワ
ー クメソパ との間 を通 信 回線 で結 合 し,デ ー タベ ース の管理 を行 な う。 デ ー タ
ベ ース を情 報 の単 な る"保 管 場所 貸 し"に し てい るVANシ ス テ ムは別 に し て・
"も の"や"お 金"な ど伝 統 的 ネ ッ トワー ク資 源 の流 れ に 重ね る よ うに して情
報 の流 れ を管 理 し てい るVANシ ス テ ムの場 合,複 数 の ネ ッ トワー ク資 源 を複
合的 に管 理す る こ とに な り,ネ ッ トワー ク形 成 者 と参 加者 との間は 強 結合 化 さ
れ,参 加者 は形成 者 に従 属化 し て くる よ うな現 象 が顕 在化 して くる。
ネ ッ トワー ク参 加者 に とって この よ うな 自主性 削減 化現 象 を回避 し,適 度 の
自主 性 を 回復す るため の方 法 として は,3つ 考 え られ る。 第1は,ネ ッ トワー
クシス テ ム形成 者 へ の依存 度 を軽 減す るため に,参 加者 の ノー ド側 で個別 に デ
ー タベー ス を構 築 し た り,取 引以 外 の非公 式情 報 ネ ッ トワー クを構築 した りす
る ことで あ る。 これ でか な りネ ッ トワー ク参 加 の硬直 化 や癒 着化 を回避 で きる。
第2は,ネ ッ トワー クシス テムの進 化 プ ロセ ス で指 摘 した よ うに,参 加者 同
士が 細胞 分裂 を 起 こし,別 個 に 独 自の リソ グ型 ネ ッ トワー クシス テ ムを形成 す
る ことで あ る。 ネ ッ トワー ク資源 の共 有 ・共 用 を とお し て共 生す る ことが基 本
理 念 なの でi実 現 にはか な りの困 難が伴 う。 しか し,も し成 功裏 に運 営 で きれ
ば高 水準 の ネ ッ トワー クシナ ジが享 受 で き る。
第3は,ネ ッ トワー クシス テム間 同士 の競 合や 競 争を推 進す る こ とに よって
寡 占化,硬 直化 を 回避 し,相 互 刺激 に よって健全 な発展 を実 現す る ことで あ る。
適度 な競 合 や競争 は,ネ ッ トワー ク内 メンパに適 度 の 自主 性 と協 調性 を 同時,
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同方 向的 に要 求す るか らで あ る。
次 に リン グ型 ネ ッ トワー クシス テムの場合 も請 報 ネ
ッ トワ0ク 化 され る こ
とに よって・情 報 の 共同利 用 を とyし て
,鯨 証 券取 引所 の 株式 ネ ッ トワ_ク
や不 辮 桝 照会 ネ ッ トワー クな どにみ られ る よ うに誠 纏 や顧 客蘇 率の
増 大が 実現 されつ つ あ る・ した が って,リ ング型 ネ ッ トワー クシス テム とは 言
って も・ コン ピ ー タセ ンタを メンパ徽 が共1司で騨 管 理す る こ とが腰 な
の で吻 理 的 構造 は ス ター型 に近 い融 こな
ってい る.し か し 纏 的 には,デ
ー タベー スを 管理 す る コア メソバが各 ノー ドの総 意 に基 づ く代表者 に よ
っ て運
営 され てい る・ とい う点 で解 シス テ ム全体 を コンQル で きる立場 に あ る
ス ター型 とは異 な るの であ る
。
リン グ型 ネ ッ トワー ク シス テ ムはsス ター一型 ネ ッ トワー クシス テ ムに比べ て
,
結 合度 鰯 い・ しか し 不動産 ネ ッ トワー クや ボ ラ ンタ リチ エイソ,曄 連 チ
ェインな どの よ うに・ ネ ッ トワー ク同 士の 競合 が激 し くな るにつれ 冶 繊 が
参 加 してい るネ ッ ト匹 クの リンケー ジを 強化 す る必鼎 に迫 られ る
.情 報 シ
ス テムの共 用に よ って,付 加価 値 の高 い情 報 を顧 客 に 提供 し,他 ネ ッ トワー ク
シス テ ム よ りも優 位 な立場 にたつ ことがit…3s"な課題 とな
って くるの であ る。
組 織 間 ネ ッ トワー クシス テ ムはiこ の よ うに,環 境 要 因 な らび に ネ ッ トワ_
ク内の ハ ド.:.の 鮪 に よって可 変 的 であ り
,し たが って,ダ イナ ミックな
進化 モ デル と して理解 す る ことが 望 まれ る.ま た,ネ ッ トワー クに参 加 す る メ
ンバ も駐 性 と協調性 とい う・ 矛盾 す る行 動様 式 を超 え る よ うな,自 醗 展 を
実 現 させ なけれ ば な らない・ そ の駒 行 動原 理 は,個 々の メン パの伽 の翻
法則 を"メ タ"の レベル・ す なわ ち,ネ ッ トワー クシ ス テム内部 で各 メンバ が
共 生す る こ とに よって ネ ッ トワ.__.ク自体 の相 互関 連 的 ・絡 的 全体性 を追 求す
る弁 証 法的 思 考や,個 々の事 象の 動 向を超 え た ネ ッ トワー クシス テ ムそ の もの
の本 質 や真理 を探 究 す る思弁 哲学 的発 想が 希 求 され て こよ う
。
注
(U"集 合性"概 念には,以 下の4つ の意味が含まれている
。
① 飴 性の勅 特定の役蹴 遂行する都 ,全体として喋 鍛 の拘勅 中で灘 決定をする。
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② 集合性の参加春は ユニッ トの決定に 関して相互依存の関係に ある。
③ 集合性は個 々の参加者 と同様 の方法で活動す ることができる(た とえば 目標追求)。
④ 集合性 は,個hの 参加老が集合性の1メ ンバ として行動するの と同様に,集 合性それ 自身 よ
りも広域にわた る他の集合性 あるいは他の社会システムに も参加で き,し か も適 合しなければ
ならない(VanDeVan,etaL,1980)。
② 連帯 とは特定の 目的遂行のために,特 定 集団が一時 的に連合した状態の クラスタのことである。
新製品開発や販売 キ ャンペーンな どの ように非定常 的に期間を限定 して設定 される ことが多い。
一方 ,ク リー クは,個 人間の友権や情愛 など非公式 であって も長期間持続す る クラス タの ことで
ある。
組織間 ネッ トワー クにおけ る連帯の例 は,商 店街 におけ る売 出しキャソペー ソや,チ ェイソ店
全体の統…的な催事,ク レジ ッ トカー ド加盟店 の共通顧客 サー ビスなどにみ られ る。一方,ク リ
ー クの例は,組 織間でネ ッ トワー ク戦略を展開す る場合,組 織内のキーパー ソンが個 人的な知己
の関係を とおして,社 会 システム内の他組織 のキー一パー ソン と空間や時間的制約を超え 自由に接
触す ることによって ネッ トワー クの枠 その ものを拡 大した り,あ るいはネ ッ トワー クその ものの
体質を変 えた りす る場 合にみ られる。 クリー クは利害を超 えた相互信頼 を基盤 に無意識的,無 作
為的に形成 される ことが多い。形 成は容易ではないが,… 度形成 される とそ の関係は強固であ り,
長期間持続す るこ とが多い。
{3)情 報資源の共有 ・共用化には,参 加者がそれぞれ ナー プンマイン ドにな らなければな らない,
とい う前提命題が ある。しか し実際には,自 組織に とって不利にな るよ うな情報の提供を拒み,
逆),r他組織に関す る情 報を積極的に欲 しがる1と い うエ ゴの働 くこ とが よくある。特に弱結合で
は,自 主性の発揮が裏 目に出て。潜 在的顧客情 報を 自組織 内でかかi込 み,同 一 ネッ トワー ク内
の他組織に提供 しない.と い うケー スが不動産 ネッ トワー クで起ぎてい る。
く4)同 様 の懸念は公正取引委員会 の報告や通商産業省産業政策局の報 告によ っても指摘され てい る。
まず公正取 引委員会 の報告では,企 業間デー タ通信 システムを基軸 とした企業 間情報 システムの
進展は,一 方 で事業活動 の効率化や新たな情報活動 を通 じ企業 の競争力を強め,同 業種企業問の
み ならず,異 業種企業間に おいて も競争を一層促進す る効果を もつ としながら も,他 方 で,a)シ
ステム構成員の自由な事業活動の制限,b)シ ステムの共同運営 に伴 う競争 制限的行為,c)系 列化
の進行,と い う競争政策上の弊害 が指摘されてい る(六 波羅昭 「進む企業 間情報 システムー市場
秩序を変え る」 日本経済新 聞社,昭 和59年5月25日)。
一方 ,通 産省報告書では,ネ ッ トワー ク間の競争 のよ うに従来み られなか った種類の競 争が生
まれて くることによ って,企 業間競争が活発化 して くることを評価 しなが らも,情 報収集力 やデ
ー タベース構築力の違いか ら生ず る企業間格 差の拡大,ネ ッ トワー クj,Yr....よる系列化か らもた らさ
れ る取 引関係の硬 直化な どが指摘 されている(通 商産業省産業政策局 「企業情報ネ ッ トワー クの
展望 と課題一 一産業組織面を中心hriして 中間報告」通商産業省産業政策局,昭 和59年7月)。
{5)ネ ッ トワー クの中で コア とな るよ うな焦点 ユ 」 トの ことを,こ こでは フ ォー カル ・ユニッ ト
と呼ぶ。 ネ ッ トワー ク内の他の参加者は何らかの形 で このフ ォー カルユニ ッ トに関係づけられ る。
⑥ ここでい う組織文 化 とは組織 内におけ る個 人行動や集 団行動の大枠 を規定す る規範 や価値,信
念の こと。 また組織 風土 とは組織全体の性 格や体質を表わす よ うな特 質の こと。論者に よっては
両者 のi識別は必ず しも明確ではない。
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⑦ アパ レルのサ ソ リッ ト産業の 場合,VANとCADICAMを 結合 し,小 売 店一 サ ン リッ トー-
CAD・ センター縫製工場 を通信 回線で結び,顧 客 が小売店頭 で好みに合わせ て衣服をデザインし,
注文 もできるシステムを稼働させた。顧客 に とっては好みのデザイソを 自分がデザイナにな った
よ うな気分で選べる とい う楽 しさがあ り,ま た メーカに とって も,川 下情 報の収集によ り個 人向
け販売 の増加 も可能 である(日 経産業新聞,昭 和60年8月21日)。
⑧ この他,同 一業界内の競G=i会社同士がネ ッ トワー クを組んだ例 としては,「 プ ラネ ッ ト」 があ
る。イ ソテ ック,ラ イオ」,ユ ニチ ャー ム,資 生堂,サ ンス ター,ジ 翼ソソン,十 条キソバ リー,
エ ステー化学,牛 乳石鹸共進社が共同出資してVANの 運営会社を設 立した(日 経産業新聞,昭
和60年8月2日)。
(9)抑 圧 は一方が他方 を制圧す ることに よって解決 しよ うとす る方法,ま た妥協 は当事者が ともに
不満足な状態で譲歩す る方法の ことである。 フォレヅ トは この2つ な ともに否定 し,第3の 統合
の方 法を提唱す る。 これは当事巻のいずれ もが犠牲にな らず,そ れぞれの欲求が満 たされるよ う
な解決方法の ことで ある(M.Pフ ォレッ ト,米 田清貴 ・三戸公訳 『組織行動の原理』未来社,
昭和47年,4i-7pペ ー ジ)。
㈲Weickは 環境 と組織 とのゆ るやかな結合の ことをルースカ ップ リングと呼び,組 織行動の多様
性 が増大するこ とに よって組織生存の可能性 も増 大す るとい う。換言すれば,環 境 と組織 との適
合は両者がルースカ ップ リソグす ることに よって得られ るのである。
ω 多様性はBeerに よって 「あるシステム状況 の可能な状態 の数あ るいは識別可能 な項 目の数の
こと」 と定義 されてい る。 また 「多様性 を制御す るものは多様性 のみ であって,そ れ以外の何 も
のに よってで もない。多様性 は多様性]IYよ ってのみ吸収 され る。」 とい う必要多様性 の法則(the
LawofRequisitevariety)はAshbyY'....よ って提唱された(W.R.Ashby,AnIntroductionto
σyう齢堀 εヒs,johnWiley&Sons,1956,PP.206-213)。
(顕 依存性 をPenningは,横 断 的依存性(horizontalindependence)}縦 断的依存性(verticallh-
depende"ce),共 生的依存性(symbioticindependence)の3つ の タイプに分類 している。
第1の 横断 的依存性は,複 数の組織 が類似 の資源を獲得す るため,あ るいは類似 の製品やサー
ビスを販売す るために,柑 互に競 合してい るよ うな依存性 の ことをい う。 この よ うな市場構造は
寡 占状態 でしば しば見られ る。
第2の 縦断的依存性は,複 数の組織の問で,原 材料か ら製品$'い た るまで,種hの 異な った段
階を擁 しているような依存性の ことをい う。 同一系列 の学 校を幼稚園か ら大学にいた るまで もっ
てい るような組織 もこの縦断的依存性 の一例であ る。
第3の 共生的依存性 は,襯 数の組織が第三 者に対 してサー ビスを提供す るために,相 互に機能
補完 し合 うよ うな依存性 のことをい う(Pennings,1981)。
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